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l ;a 3;、8 l日 7月 1日

男性 84、9l 2 84,907 

女性
I 

79,243 79,260 

計 164; 155 164,167 
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※世帯数は外国人世帯を除く

され 月 う
佗支 1• 安

西経
・日か藤

平雄
午 す 和

山さ
後 あ 晃

3 ん 3 壱<
の、時平ん
21母 37成-
の ・ 分 8 あ
11廣生年ん
-/子 ま 8 ど

き
ょ
う
8
月
15
日
曲
は
52
回
目

の
終
戦
の
日
で
す
。
戦
争
に
よ
る

織
牲
者
を
慰
霊
し
世
界
の
恒
久
平

和
を
祈
念
し
て
、
正
午
か
ら
1
分

間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

昭
和
20
年
(
1
9
4
5
)
8
月
15

日
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し

ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
52
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
戦
争
の
傷
跡
は

今
な
お
多
く
の
人
々
を
苦
し
め
て

き
ょ
う
は
終
戦
の

H

正
午
に
平
和
を
祈
る
黙
と
う
を

い
ま
す
。
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が

大
半
と
な
っ
た
今
日
で
も
私
た
ち

は
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
体
験
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
平
和
へ

の
道
標
と
し
て
後
世
へ
語
り
継
い

で
行
き
た
い
も
の
で
す
。
終
戦
の

日
を
機
会
に
、
「
平
和
」
の
大
切
さ

や
人
命
の
貴
さ
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
総
務
部
庶
務
課
） ▲積極的な訓練参加で一人ひとりの防災能力の向 上 を （昨年）

案内図2
都立科学 四中

至石川入口 技術大りし
〗-LJLJ□ こl ピ至
戸□口冒戸―〗
旭が丘小 旭が丘六 ク

8
月
24
日
同
、
市
で
は
直
下
型

地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

て
、
七
小
（
総
合
訓
練
会
場
）
と

旭
が
丘
小
（
地
域
防
災
訓
練
会
場
）

の
2
カ
所
同
時
に
日
野
市
総
合
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
市
と
防
災
関
係

機
関
相
互
の
連
帯
・
協
力
を
図
る

と
共
に
、
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り

市
民

一
人
ひ
と
り
の
防
災
行
動
力

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
行
う
も
の
で
す
。
お
近
く
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

総

”合
”
t

訓
い
•

練

総
合
訓
練
で
は
、
市
、
消
防
署

や
各
防
災
関
連
機
関
に
よ
る
各
種

の
連
携
訓
練
、
市
民
が
参
加
し
た

避
難
誘
導
訓
練
、
消
火
訓
練
な
ど

実
戦
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
同
午
前
10
時

S
正
午
（
雨
天
ま
た
は
校
庭
の
状

況
に
よ
っ
て
は
中
止
）

▽
会
場
11
七
小
校
庭
（
案
内
図
1

参
照
）

▽
内
容
11
避
難
訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
、
煙
体
験
訓
練
、
起
震
車
体

験
訓
練
、
避
難
場
所
運
営
訓
練
、

医
療
救
護
所
設
営
訓
練
、
医
療
救

曰
2
4
B
に
七
小
と
旭
が
丘
小
で
実
施

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

護
訓
練
、
保
健
婦
活
動
訓
練
、
後
▽
会
場
11
旭
が
丘
小
校
庭
・
体
育

方
医
療
施
設
搬
送
訓
練
、
炊
き
出
館
（
案
内
図
2
参
照
）

し
訓
練
、
道
路
応
急
対
策
訓
練
、

▽
内
容
11
①
避
難
所
（
体
育
館
）

応
急
給
水
訓
練
、
通
信
応
急
訓
練
、
で
の
訓
練
…
避
難
訓
練
、
避
難
所

ガ
ス
応
急
訓
練
、
電
気
応
急
訓
練
、
体
験
訓
練
、
避
難
者
安
否
対
応
訓

救

出

救

助

訓

練

練

、

避

難

所

情
報
伝
達
訓
練
、
救

護
者
把
握
対
応
訓
練
、
プ
ラ
イ
バ

地

域

防

災

シ
ー
保
護
対
応
訓
練

訓

．5
練

②

校
庭
で
の
訓
練
…
初
期
消
火
訓

地
域
防
災
訓
練
で
は
、
市
民
が

練

、

応

急

救
護
訓
錬
、
煙
体
験
訓

避
難
所
（
体
育
館
）
で
の
生
活
を
体
練
、
起
震
車
体
験
訓
練
、
医
療
救

験
す
る
な
ど
、
市
民
自
身
に
よ
る

護
所
設
営
訓
練
、
医
療
救
護
訓
練
、

訓
練
を
行
い
、
災
害
時
の
心
構
え
保
健
婦
活
動
訓
練
、
応
急
給
水
訓

と
助
け
合
い
を
身
に
つ
け
ま
す
。
練
、
災
害
弱
者
安
全
確
保
訓
練
、

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
同
午
前
9
時
地
区
セ
ン
タ
ー
被
害
確
認
訓
練
、

S11時
30
分
（
雨
天
ま
た
は
校
庭
こ
み
置
き
場
確
保
・
収
集
訓
練
、

の
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
）
炊
き
出
し
訓
錬

同
報
無
線
で
訓
練
を
放
送

訓
練
当
日
は
、
同
報
無
線

（屋

ず
最
初
に

「
訓
練
」
と
い
う
言
葉

外
ス
ピ
ー
カ
ー
・
写
真
）
で
訓
練
が
入
り
ま
す
。
混
乱
の
な
い
よ
う

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
に
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
の
た
め
の

「
災
害
発
生
」

の

合
図
は
、
七
小
校
区

・
旭
が
丘
小

校
区
内
の
同
報
無
線
に
限
定
し
て

行
い
ま
す
。

訓
練
の
た
め
の
放
送
に
は
、
必

||IIII|~1|... 

日野市、地元自治会、日野消防

署、日野市消防団、日野警察署、

南多摩保健所、日野市医師会、東

京電力（株、 東京ガス（株、NTT（株、

日野市建設協和会、日野市管工事

組合、日野市赤十字奉仕団
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能
が
有
名
で
、
「
東
光
寺
の
安
産
薬
師
」
と
呻

し
て
今
も
多
く
の
人々
の
信
仰
を
集
め
て
〗

一

鯖

認
喜
二

④

お
り
、
ク
リ
の
イ
ガ
を
奉
納
す
れ
ば
安
産
一

喜
鬱

」

:9霞

～

]
i
零
｀
”
[
悶
に
口
〗
二
託
戸
〗

[
9のに

「東一

；

蔓

鼻

謬

い

，

口

ぷ

光

寺
大
根
」
（
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。
色
白
[

で
細
身
の
大
根
で
、
た
く
あ
ん
漬
け
に
加
一

間
、

ぐ‘"
虞
攣
ぶ

大
を

エ
さ
れ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
洗
っ
て
干
一

～
 

診
苓
忍

[
S

恣
・斎ヽ
＇

さ
れ
た
大
根
が
ず
ら
っ
と
並
ぶ
様
は
、
冬
皿

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
て
テ
レ
ピ
で
も
紹
[

〗

東
光
寺

一
栄
町
四
•
五
丁
目
を
中
心
と
し
た
地
区
介
さ
れ
ま
し
た
。ヽ

冬

ご
は
、
東
光
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
現
在

t.

I
I
〗
汀□

〗
汀
[
[

雪
〗A

[

[
っ
た
た
め
、

東
光
寺
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

亨

醤

臼

―

ぎ
婆
｀
ヽ

叫

ご

っ

た

そ

う

で

す

が

、

残

念

な

が

ら

そ

の

．

パ墨

翌
J

＼

・ッ

ぎ
f‘rf}

戸、さ

笞～ふ
望

》
＾

＇ 〗

口
寺
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ロ
ん

。
岱
苓
翠
索
〗
,
 ．．．
．
 
ゼ
J•
••• 

呻
そ
の
「
東
光
寺
」
の
子
院
の
―
つ
で
あ

芦

祁
・
5

、、ヽ

l
t
苔
9
、
”
”

〗
る
と
い
わ
れ
る
成
就
院
（
栄
町
五
丁
目
）

ざ
淡

、．

りさ
．i泣
:
•
文
，
＾

．．
 

、
冷
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r
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□
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り
1

[

『
河
野
清
助
8
記
一
』
を

f
,

＂

〗

市
政
図
書
室
と
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
販
売
[

11

こ
う
の
せ

い
す

け

い

つ

き

-

『河
野
清
助
日
記jは
、
日
野
宿
の
旧
記
録
さ
れ
て
い
る
武
州

一揆
と
、
そ
の
鎮
〗

｀
の
当
主
河
野
清
助
が
慶
応
2
年

(
1
8

圧
に
向
か
う
日
野
農
兵
隊
の
出
動

呻

さ
つ
ま
ろ
う
し

11

丁

6
6
)
か
ら
明
治
45
年

(
1
9
1
2
)
ま
②
甲
府
城
乗
っ
取
り
を
図
る
薩
摩
浪
士
を
一

ロ
で
書
き
記
し
た
も
の
で
、
今
回
発
売
の
第
討
ち
取
る
た
め
、
八
王
子
i
i
伊
転
厨
へ
夜
一

丁

巻

に
は
、
江
戸
幕
府
が
崩
壊
し
て
行
く
討
ち
を
か
け
る
日
野
宿
の
剣
士
た
ち
呻

〗変
革期
の慶
応2
年
か
ら
同4
年
（
明
治
③
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
敗
れ
江
戸
に
戻
[

:
元
年
）
の
3
年
分
を
収
録
し
ま
し
た
。
っ
た
新
選
組
隊
士
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
[

皿
主
な
内
容
は
、
日
常
の
農
作
業
や
年
中
甲
陽
鎮
撫
隊
の
甲
府
城
行
き
と
勝
沼
戦
争
一

[
行
事
の
ほ
か
に
、
次
の
と
お
り
で
す
。
で
の
敗
北
、
そ
の
間
の
土
方
歳
三
の
下
向
一

太
3

「実
二
古
今
マ
レ
ナ
ル
騒
動
ナ
リ
」
と
④
「
宿
中
騒
乱
ス
、
心
配
際
リ
無
シ
」
と
、
[

そ
の
混
乱
を
記
す
東
征
軍
（
官
軍
）
の
日
一

野
宿
の
探
索
ほ
か

畠

ー

後
半
に
は
、
用
語
解
説
・
暦
注
と
時
法
・
[

森
§
'咲．

を
＂
＾
食
鴨

方
位
等
の
参
考
資
料
、
解
説
と
し
て
甲
州
[

.）．
9

ゲ
．
富
醤
芦
．

f

．．

．

；笥：冬．

◇
•
患
？

y

．
，
裔
ふ
森

．
 

．
 〗
彎
鼠
：

；
道
中
日
野
宿
の
様
子
、
当
時
の
主
な
で
き
一

一

疇団
麿

扇
9
匹

苫
な
ど
、
多
く
の
方
に
読
ん
で
頂
け
る
叫

よ
う
に
関
連
の
資
料
を
添
付
し
ま
し
た
。

層

11

囀
轟
冒
｀

皿

：
皐
脅
讐
“
疇
囀
“
“
疇

▽
醤
I
I
A
5
判
上
製
本

皿

員
悶
翌
言
｀
覆
疇
贔
畜
碑
疇昌

▽価格1
1
1
千
700
円

誓＇`
燿・

ロ

言

量

冒

▽
販
売
場
所
11
市
役
所
1
階
市
政
畠
書
[

呻

言
麗
冒
~
喜
曇
室
、
ふ
る
さ
と
博
物
館

1
1
1

叩

嘉
訟
讐
誓
翌
四
筑
桑
詫
露
~
姦
口
〗
召
え
言
虐
聟
鱈
饂
誓

▽
問
合
せ
先
1
1
生
罪
学
習
課
市
史
編
さ
ん
[

担
当
6
内
線
567
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介
護
力
の
あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
を
市
内
で
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
と
東
京
都
の
共
催
で
実

施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い

▽
日
程
1110
月
8
日
困
．

9
日

困
・

14
日

gs17日
画
・

20
日
回

S
2
3日
困
・2
7日
⑲
•
3
0日困
．

31
日
⑱
、

11
月
4
日

g
.
5日
困
・

7
日
画
・

10
日
回
・
11
日
g
.
1
8
日

g
.
2
6
日
困
（
計
130
時
間
）
※

11

月
中
旬

S12月
末
に
数
日
間
の
実

習
あ
り
。
時
間
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
会
場
11市
役
所
会
議
室
ほ
か
市

内
の
公
共
施
設
※
実
習
は
市
内
及

ぴ
近
隣
の
施
設
で

▽
内
容
11福
祉
サ
ー
ピ
ス
の
基
本

視
点
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ブ
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
知
識
、
介
護
・
家
事
援

助
に
関
す
る
知
識
と
方
法
、
相
談

援
助
と
ケ
ア
計
画
の
方
法
、
実
技
、

実
習
ほ
か
※

3
級
修
了
者
は
免
除

科
目
あ
り

▽
対
象
11①
市
内
在
住
の
方
②

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
と
し
て
働
く

こ
と
を
希
望
す
る
方
、
既
に
働
い

て
い
る
方
で
、
こ
の
講
習
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方
③
全
日
程
参

加
で
き
る
方

▽
定
員
1130
人

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
施
設
介
護
職
員

養
成
講
習

2
級
課
程
受
講
者
募
集

心
身
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

に
、
医
療
費
の
助
成
や
手
当
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
次
の

制
度
の
要
件
等
に
当
て
は
ま
る
方

は
、
市
役
所
2
階
社
会
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既

に
受
給
し
て
い
る
方
は
、
改
め
て

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心身に障害のある方に

特
別
障
害
者

手

当

等

国
の
制
度
と
し
て
、
重
度
の
障

害
を
持
つ
方
に
次
の
よ
う
な
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

e特
別
障
害
者
手
当

▽
対
象
1120
歳
以
上
で
、
精
神
ま

た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
ー
、

2
級
程
度
、
愛
の
手
帳
ー
、

2
度

程
度
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る
）

※
施
設
入
所
者
と
3
カ
月
以
上
入

院
し
て
い
る
方
は
除
く
。

▽
手
当
月
額
1
1
2
万
6
千
230
円

▽
支
給
方
法
11
申
請
の
翌
月
分
か

ら
5
.
8
.
1
1
.
2
月
に
口
座
振

り
込
み

所
得
制
限
額
表
（
控
除
後
）

害
者
の
方
の
医
療
費
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
医
療
費
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、

申
請
し
て
「
⑱
心
身
障
害
者
医
療

費
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳

1
、
2
級

（
心
臓
等
の
内
部
障
害
は
3
級
ま

で
）
ま
た
は
愛
の
手
帳
1
、
2
度

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保

険
（
国
民
健
康
保
険
・
健
康
保
険

な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る

③
平
成
8
年
中
の
所
得
が
所
得
制

限
額
（
別
表
）
以
下
※

20
歳
末
満

の
方
は
世
帯
主
、
20
歳
以
上
の
方

は

本

人

の

所

得

で

判

定

ピ

タ

ミ

ン

い

っ

ぱ

い

の

新

鮮

野

④

児

童

福

祉

施

設

、

精

神

薄

弱

者

菜

で

、

こ

と

し

の

夏

も

元

気

に

過

援

護

施

設

に

入

所

し

て

い

な

い

ご

し

ま

し

ょ

う

。

⑤

生

活

保

護

を

受

け

て

い

な

い

好

評

に

つ

き

、

お

早

め

に

お

出

▽
申
請
に
必
要
な
書
類
11①
印

鑑

掛

け

く

だ

さ

い

。

②

健

康

保

険

証

③

身

体

障

害

者

▽

日

時

・

会

場

1
1
8
月
30
日

g①

手

帳

ま

た

は

愛

の

手

帳

午

前

10
時

S
午
後
4
時
…
多
摩
平

※

既

に

受

給

者

証

を

お

持

ち

の

方

第

七

公

園

②

午

前

10
時
か
ら
と

で
平
成
8
年

中

の

所

得

が

制

限

額

午

後

3
時
か
ら
…
東
京
南
農
協
七

以

下

の

方

に

は

、

新

し

い

受

給

者

生

支

店

証
を
9
月

1

日

⑲

ま

で

に

お

送

り

▽

問

合

せ

先

11東
京
南
農
協
日
野

し

ま

す

。

受

給

者

の

方

で

、

健

康

支

店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)
／
同
農

心
身
障
害
者

医

療

費

助

成

保

険

証

、

住

所

等

が

変

わ

っ

た

場

協

七

生

支

店

(
6
9
1
.
2
0
1

東
京
都
で
は
、
重
度
の
心
身
障
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2
)
／
市
産
業
振
興
課
6
内
線
205

市
で
は
、
こ
と
し
1
月
2
日
以

-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝==＝＝＝＝l=＝＝＝＝l=＝＝＝＝＝＝＝＝＝l=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＿＿＿降に新
築
ま
た
は
増
築
し
た
家
屋

▽
費
用
1
1
1
万
8
千

円

の

有

無

、

実

務

経

験

内

容

、

受

講

に

つ

い

て

、

平
成
10
年
度
か
ら
の

▽
申
込
み
1
1
9
月
10
日
困
（
消
印
の
動
機
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
評

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市
福
祉
事
価
額
算
定
の
た
め
に
、
現
在
、
家

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
業
団
(
〒

191
日
野
本
町
1
の
6
の
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
6
調
査
対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有

年
齢
性
別
、
職
業
（
勤
務
先
の

8
7
.
3
9
4
1
)
へ
※
申
込
多
数
者
に
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
市

名
称
と
所
在
地
）
、

3
級

課

程

修

了

の

場

合

は

抽

選

の

職

員

が

お

伺

い

し

ま

す

。

調

査

r
,
;
‘
令

ヽ

§

9

9

9

♦

9

令

9

9

9

♦

ー

，

も

ヽ

9

9

9

9

も

9

9

9

§

‘

♦

ヽ

9

ヽ

も

心

り

9

9

ヽ

§

‘

0

ヽ

9
9

り

9
"

；
；

i
i

'

0

9

ヽ
；

，

9

9

り

9

り

1

り

ヽ

り

9

り

ヽ

り

1

ノ

-

の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
連
一

一
i

別
之
謳
し
翌
障
巴
慇
忍
）
A
り
絡
が
な
い
と
、
そ
の
後
も
料
金
一

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
一

9

な
り
ま
す
。

-

i

畠
畠
璽
甕
冒

一

一

ご

転

入

の

方

へ

き

ず

、

ト

ラ

ブ

ル

の

原

因

に

な

※

家

の

取

り

壊

し

で

水

道

を

廃

一

一

入

居
先
で
水
道
が
使
用
可
能
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

止
す
る
時
や
、
水
道
使
用
者
の

一

9
 一

な
状
態
で
も
、
必
ず

「水

道

使

＠

転

出

・

転

居

の

方

へ

変

更

が

あ

る

時

も

、

連

絡

を

し

-
一

0
 

一
用
開
始
」
の
連
絡
を
し
て
く
だ
引
っ
越
し
の
4
、
5
旦
即
ま
て
く
だ
さ
い
。

-
。
さ
い
。
連
絡
が
な
い
と
、
使
用
で
に
、

領
収
書
か
検
針
票
を
用
▽
連
絡
先
11水
道
業
務
課
(
6

-

9
 

0
 

-
開
始
日
や
使
用
者
の
確
認
が
で

意
の
う
え
「
水
道
使
用
中
止
」

8
1
.
0
2
7
6
)

0
 

L
り
ヽ
9
ヽ
9
9
り
9
り
ヽ
9
1
り
1
り
1
9
1
9
1
9
9
り
I
t
'

‘
り
1
9
1
9
1
9
9
9
ヽ
9
ヽ
り
9
り
ヽ
り
會
り
ヽ
り
ヽ
り
ヽ

t
`
‘

り
9
り
9
り
'
t

り
ヽ
り
1
り
1
り
9
♦
1
り

9
り
9
9
9

6,056,000円

6,436、000円

6,816,000円

7,196,000円

7、576,000円

新
築
・
増
築
し
た
方
へ

家
屋
調
査
に

ご

協

力

を

現
在
市
内
3
カ
所
で
週
3
回、

地
元
産
農
産
物
を
即
売
し
て
い
ま

す。
学
校
給
食
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
新
鮮
野
菜
を
ど
う
ぞ
。

週
3
回
地
元
産
野
菜
を
即
売

地
元
産
野
菜
の
『
即
売
会
』
と

『
土
曜
市
』

性
ま
ひ
…
都
制
度
の
方
1
万
5
千

500
円
、
市
制
度
の
方
1
万
2
千
円

査
障
害
児
襦
祉
手
当

▽
対
象
1120
歳

末

満

で

、

精

神

ま

②

身

体

障

害
者
手
帳
3
、
4
級、

た
は
身
体
に
重
度
の

障

害

が

あ

る

ま

た

は

愛

の

手

帳

4
度
…
8
千
円

た

め

日

常

生

活

に

お

い

て

常

時

介

③

難

病

（

都

か

ら

医
療
券
ま
た
は

護

を

必

要

と

す

る

状

態

に

あ

る

方

⑪

受

給

者

証

を

受

け

て

い

る

方

）

（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級

程

度

、

…

1
万
円

愛
の
手
帳
1
度
程
度
）
※
施
設
入
対
象
者
と
手
当
月
額
は
次
の
と
※
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
支
給
が
制

所

者

と

障

害

を

支

給

理

由

と

す

る

お

り

で

す

。

限

さ

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。

詳

公
的
年
金
の
受
給
者
は
除
く
①
身
体
障
害
者
手
帳
ー
、

2
級
、
ま
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
手
当
月
額
1
1
1
万
4
千
270
円

た

は

愛

の

手

帳

1
、
2
、
3
度

、

進

以

上

い
ず
れ
も
▽
申
請
・
問
合

▽
支
給
方
法
11
特
別
障
害
者
手
当
行
性
筋
萎
縮
（
い
し
ゅ
く
）
症
、
脳
せ
先
11
社
会
福
祉
課
6
内
線
229

――――_ ．．
 
一
三
・
ニ
＿
＿
―
―

r

.
＿
—
-
―

.
『
-
_＿
―
―
r
.
-
t
-
L
-
—
-
＿
-
―

r

.
-—_
-
．―
―
――
―-a

.. 
-—-—.
-—-__
-_ 
.. -—_-

.——-_-—
-:•-_—-.——————-

:•O-
.—-__——-·
·—_—-.—————

I_ 

•
• 

-_＿t
.

――-
＿-7
.-_-l
・ニニ――_
.. w-
•-————__ 

..
 
-
＿
-
―

・

ニ
ー
ー――r
.

＿
—
—ご
―
―
―
―
―

と
同
じ

※
両
手
当
共
、
本
人

・
扶
養
義
務

者
等
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

心
身
障
害
（
児
）
者

福

祉

手

当

▽
日
時
11毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土

曜
日
午
後
1
時
か
ら
※
売
り
切
れ

次
第
終
了

▽
会
場
11①
生
活
の
ひ
ろ
ば
（
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
）
②
多

摩
平
団
地
内
中
央
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
回
転
市
場
隣
）
③
多
摩
平
第

七
公
園

▽
問
合
せ
先
11東
京
南
農
協
日
野

支
店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)
／
市
産

業
振
興
課
6
内
線
205

内
容
は
、
床
面
積
や
建
物
の
内

部
・
外
部
の
材
質
と
な
り
ま
す
の

で
、
家
屋
の
図
面
や
仕
上
げ
表
な

ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

は
、
資
産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
F
J

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11資
産
税
課
6
内
線

124S127 

先
に
公
売
し
ま
し
た
万
願
寺
・

高
幡
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区

域
内
の
保
留
地
で
、
申
し
込
み
が

な
か
っ
た
区
画
と
契
約
辞
退
等
が

あ
っ
た
区
画
に
つ
い
て
、
購
入
を

希
望
す
る
方
に
随
時
公
売
し
ま
す
。

価
格
、
面
積
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
区
画
整
理
第
1
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
1
課

6
内
線
315.316

．＇ 
図
図
坦塗

婦

鷹
の
動
き
:

▽
16
日
11全
日
本
少
年
軟
式
野
球

大
会
東
京
都
予
選
優
勝
チ
ー
ム

（
東
光
寺
少
年
野
球
チ
ー
ム
）
の
関

東
大
会
出
場
選
手
を
激
励
（
庁
内

会
議
室
）
、
東
京
都
十
一
市
競
輪
事

業
組
合
臨
時
議
会
（
東
京
自
治
会

館
）
に
出
席
▽

17日
11
南
多
摩
東

部
共
立
病
院
組
合
定
例
議
会
（
庁

内
会
議
室
）
、
西
豊
田
駅
誘
致
事
業

推
進
本
部
会
議
幹
事
会
（
庁
内
会

議
室
）
に
出
席
▽

18
日
11
日
野
市

消
費
者
運
動
連
絡
会
（
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
、
東
京
都
教
育

長
（
都
庁
）
を
訪
問
▽
19
日
11
平
成

9
年
度
日
野
市
市
民
自
治
学
園
開

講
式
（
庁
内
会
議
室
）
、
ひ
の
だ
い

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
祝

賀
会
（
陽
光
会
館
）
に
挨
拶
▽

20
日

11応
急
救
護
審
査
会
（
東
電
学
園

体
育
館
）
、
浅
川
サ
バ
イ
バ
ル
レ
ー

ス
表
彰
式
（
ふ
れ
あ
い
橋
下
）
に
挨

拶
▽
22
日
11東
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
プ

リ
ホ
ー
プ
ス
卓
球
選
手
権
大
会
出

場
伊
藤
み
ど
り
さ
ん
を
激
励
（
庁

内
応
接
室
）
、
日
野
市
青
少
年
海
外

派
遣
事
業
壮
行
会
（
庁
内
会
議
室
）

に
挨
拶
▽
25
日
11道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
東
京
都
協
議
会
総

会
、
束
京
都
市
長
会
議
、
多
摩
地

域
ご
み
減
量

・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

会
議
（
い
ず
れ
も
東
京
自
治
会
館
）

に
出
席
▽
26
日
11
市
民
自
治
学
園

（
庁
内
会
議
室
）
に
講
話
▽

28
日
11

多
摩
川
架
橋
及
び
関
連
道
路
整
備

促
進
協
議
会
総
会
（
新
宿
区
）
に

出
席
▽
29
日
11
西
豊
田
駅
誘
致
事

業
推
進
本
部
会
議
（
同
推
進
事
務

所
）
に
出
席
▽
30
日
11
三
多
摩
廃

棄
物
広
域
処
分
組
合
理
事
会
（
東

京
自
治
会
館
）
、
南
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
協
議
会
総
会
、
東
京
都
新
都

市
建
設
公
社
出
え
ん
団
体
市
長
協

議
会
（
い
ず
れ
も
八
王
子
市
）
に
出

席
▽

31
日
11姉
妹
都
市
・
レ
ッ
ド

ラ
ン
ズ
市
高
校
生
の
表
敬
訪
問

（
庁
内
応
接
室
）
に
歓
迎
挨
拶
、

南
多
摩
斎
場
組
合
議
会
臨
時
会

（
町
田
市
民
ホ
ー
ル
）
に
出
席
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(3) 
1997年（平成9年）8月15日

て°‘第925号
市役所
ィt表電話

云 85-1111

高
齢
者
検
診

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
高
齢

者
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
今
月
末
ま
で
に
受
診
票
等
を

送
付
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
年

1
回
の
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ

う。▽
期
間

119月
1
日
⑲
S
1
0
月

20

日
回

▽
会
場
11
市
内
の
指
定
医
療
機
関

▽
内
容

11血
圧
、
身
体
測
定
、
視

診
、
打
聴
診
、
検
尿
、
血
液
検
査
、

便
潜
血
検
査
ほ
か

都
民
の
日
を
記
念
し
て
、
こ
と

し
も
お
な
じ
み
の
カ
ッ
パ
の
バ
ッ

ジ
（
別
図
デ
ザ
イ
ン
）
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
収
益
金
は
、

10
月
を

中
心
に
行
わ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
東

京
ま
つ
り
」
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま

す。
バ
ッ
ジ
購
入
者
に
は
、
様
々
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。
都
民
の
日
を

ヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽヽ9ヽヽヽ9ヽヽ ヽヽ ヽヽヽ

‘‘‘’‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘’‘‘‘‘‘‘ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ
9ヽ 9ヽヽヽヽ9ヽヽ ヽヽ ヽヽヽ9ヽヽヽ9ヽヽ

保健履翡医療9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽ
9 9ヽヽヽ

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
つ
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

119月
9
日

g午
前
10時

S11時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象
11
生
後
4
、
5
カ
月
児
（
平

き
っ
か
け
に
、
ふ
る
さ
と
東
京
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
販
売
期
間
1110
月
12
日
回
ま
で

▽
販
売
場
所

11市
役
所
1
階
市
民

相
談
窓
口
、
七
生
・
多
摩
平
両
支

所
、
百
貨
店

▽
主
な
特
典
11①
プ
ロ
野
球
（
ヤ

ク
ル
ト
・
横
浜
戦
）
に
1
千
人
招

待
②
都
営
交
通
1
日
乗
車
券
を
500

離
乳
食
教
室

▽
対
象
1165
歳
以
上

(
4
月
1
日

現
在
）
の
市
民

テレホンサービス

◎ま印屯）

電
話
で
聞
け
る

健

康

案

内

犬
の
し
つ
け
方
教
室

攣；［し
(：、息

9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9ヽヽヽ9

小
児
ア
ト
ピ
ー

相

談

成
9
年
4
月
1
日
S
5月
31
日
生

ま
れ
）
と
親

▽
定
員
1125
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

小
児
科
医
に
よ
る
ア
ト
ピ
ー
相

談
を
行
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

119
月
2
日

g
午
後
1
時

30
分

S
3時
（
予
約
制
）

緑
の
公
園
の
中
、
犬
を
連
れ
て

さ
っ
そ
う
と
散
歩
し
て
い
る
姿

は
、
だ
れ
も
が
、
あ
こ
が
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
犬
を
飼

｀
り
叶
り

1
り
り
'
1
"
;-

ダ
ー
ち
ゃ
ん
」
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

で
争
中
に
反
戦
を
訴
え
て
世
界
を

会

ん

画

の

や

園

級

回

っ

た

少

女

、

ダ

ー

ち

ゃ

ん

の

実
話
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く

学
さ
と

映
ム
ち
学

だ
さ
い
。

き

ま
ギ
r,,＇ー

2
彎．

▽
日
時

118月
29
日
画
午
後
1

付
ナ
＿

や

時

30
分

S
3時
30
分

幕
ト
ダ
っ
ま

字

べ

▽
会
場
11
つ
誓
学
園
（
旭
が

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級
丘
2
の
42
※
案
内
図
参
照
）

（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

▽
出
演
11古
谷
一
行
、
シ
ン
・

ー

）

で

は

、

聴

覚

障

害

者

の

方

ハ

イ

ほ

か

で

に

申

し

込

み

を

。

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
字
※
電
話
で
申
し
込
み
を
。
な
お
、
▽
申
込
み
先

11同
学
園
や
ま
ば

幕
付
き
の
映
画
会
を
行
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
の
方
で
送
迎
を
希
と
学
級

(
6
8
2
.
3
4
0
0
/

今
回
の
映
画
「
ベ
ト
ナ
ム
の
望
さ
れ
る
方
は
8
月
22
日
画
ま

F
A
X
8
2
.
3
4
0
1
)

『
h

し

h
~
;
h
"
h

』
『
i
`
`

t

ヽ

9
.

り

"
t
“

『
h

、

、鼻
Z

`
f
`
"
!
H
"
‘

10
月

1

H
は
都
民
の
日
、
ヮ
¢
、

J

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ
を
販
売
思

案
内
図

大
学

甲州街道人
に
贈
呈
③
10
月
1
日
バ
ッ
ジ
着

用
者
は
入
場
無
料
…
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
6
0
展
望
台
、
多
摩
テ
ッ
ク
、
後

楽
園
遊
園
地
ほ
か

※
詳
細
は
バ
ッ
ジ
に
添
付
し
て
あ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
価
格
11
単
品
（
白
）
…
200
円、

5
色
セ
ッ
ト
（
白
、
赤
、
黄
、
緑
、

青
）
…
800
円

▽
問
合
せ
先

11都
民
の
日
記
念
行

事
実
行
委
員
会

(
6
0
3
.
3
3
4

3
.
3
5
5
0
)
／
市
広
報
課
6
内

線
421

腰
痛
予
防
教
室

理
学
療
法
士
に
よ
る
腰
痛
予
防

教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

119月
1
7
日
困
午
後
1
時

30
分

S
3時
30
分

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
理
学
療
法
士
に
よ
る
腰

痛
予
防
の
話
と
体
操

▽
対
象

1170歳
く
ら
い
ま
で
の
方

▽
定
員

1120人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

い
始
め
た
方
の
た
め
に
犬
の
し
つ

け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容

119月
26
日
寧
：

佐
藤
力
氏
（
佐
藤
ド
ッ
グ
ス
ク
ー

ル
校
長
）
に
よ
る
講
演
／
10
月
3

日
面
・
1
7
日
面
・

24
日
画
…
犬
の

し
つ
け
方
教
室

▽
時
間
11
午
後
1
時
30
分

S
3時

▽
会
場

11南
多
摩
保
健
所
（
多
摩

市）▽
対
象
11初
め
て
犬
を
飼
う
方
で

生
後
1
年
く
ら
い
の
健
康
な
犬

つすよ健----,テ情
てるぴ医ひ
い情医療まホセ

レ報 墾
界

ま 報療福わンン都
す 提機祉りサタ保
°供関相 L__ l l健
をに談でピで 医
行関お保スは 療

「ひまわり」健康案内一覧表

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

平日午前9時一午後 8時
●専門相談員が医療に関する相談や問い合
わせに答えます。

平日午後6時30分～午後10時（児・内・外・
眼・耳鼻咽喉・歯科）／土曜日午後 5時一翌
日午前8時45分（児・内・外科）／日曜日・休
日午前 9時一翌日午前8時30分（児・内・眼
・耳鼻咽喉・歯科）濠午後4時45分からは、
児・内・外科のみ
●問い合わせ時間に診療を行っている近く
の医療機関を案内します。

平日午前 9時～午後 8時
●外国語で診療できる医療機関、日本の医
療制度などの問い合わせに相談員が答えま
す。

24時間受付
●医療機関、夜間・休日診療医療機関、健
康診断、人間ドックなどの情報を提供して
います。

月曜～土嘔日午前 9時～午後 8時／日曜日
午前 9時～午後 5時
●保健医療に関する図書・雑誌の閲覧や健
康づくりに関する情報をお知らせします。

（
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済

ん
で
い
る
こ
と
）
を
飼
っ
て
い
る

方
※
全
日
程
参
加
で
き
る
方

▽
定
員

1120人

▽
申
込
み

119月
5
日
画
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電

外
国
語
に
よ
る
相
談
や
、
聴
覚

障
害
者
の
方
へ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

情
瑕
提
供
サ
ー
ピ
ス
も
行
っ
て
い

話
番
号
、
犬
の
種
類
、
性
別
、
生

年
月
日
を
記
入
し
、
南
多
摩
保
健

所
食
品
獣
医
衛
生
係

(-T206
多
摩

市
永
山

2
の
1
の
5
6
0
4
2

3
.
7
1
.
7
6
6
1
)

へ

※
講
演
は
申
し
込
み
不
要
、
直
接

会
場
へ
。

ま
す
。
都
民
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

ククク⑩乱忠諷

1 全席指定・好評発売中合85-2011 | 
（注）診療科目は変更される場合があります。事前に

急息テレホンセンター
（日野消防署 云81-0119)へ問い合わせを。

21
困

内

科

旭が丘耳鼻咽喉科 （耳科）
旭が丘 1-7-3グロリー旭が丘 1階 ft87-4800

至日野台
函

田駅前

泌

尿

器

科

内

科

22
曲

23
出

（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（
午
前
）
児
・
外
科

外

科

内

科

内

科

外

科

内

科

内
・
外
科

内

科

外

科

至

八

程

禰

29
曲

28
困

27
困

26
⑳
 

25
囲

30
出

整 I整

形 形

外 I外

科 I科

眼

科

（
午
後
・
夜
）
内
科

（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

耳

鼻

咽

喉

科

外

科

外

科

内

科
内

科

内 内

科 I科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

内
・
外
科

外

科

カラ～ン、コロ～ン
鬼太郎がやつてくる I

9月5日面
午後6時30分

6日(±)
午後1時30分

一般 1,800円
小学生以下 1,500円
※保育あり

松田整形外科医院（置外科）

百車999 281-201 D93-8175 
塩谷医院（内・児・胃科）

日野1077-33ftSl-0158 

至
八
王
子
駅

午後 7時30分～ 10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2
生活・保健センター分室

ff84-1661 

前

日野田中病院（内・胃梢科）
豊田 3-40-3 tt84-5251 

/
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家庭ごみの減量・資源化に

tごみ処理器
をあっせん

購入費の一部を補助

こ
み
の
減
景
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

風
土
作
り
を
耶
域
ぐ
る
み
で
廷
め

て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
各
自

治
会
に
お
願
い
し
て
廃
棄
物
減
址

等
推
進
貝
（
任
期
2
年
）
を
推
薦

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

推
進
鉛
の
方
に
は

「日
野
市
尻

菜
物
の
処
理
及
ぴ

m利
用
の
促
進

生
こ
み
処
理
器
は
、
い
ろ
い

ろ
な
製
品
が
市
阪
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
で
は
地
中
埋
設
式
の

生
こ
み
土
壊
還
＿尤
処
理
器
（
エ

コ
ロ
エ
ー
ス
）
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
。
こ
の
処
哩
器
は
、
発
酵

促
進
剤
等
の
添
加
剤
や
電
気
等

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
せ
ず
、

自
然
の
作
用
と
地
中
の
微
生
物

の
力
で
生
こ
み
を
た
い
肥
化
す

る
た
め
、
白
然
に
儀
し
い
製
品

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
こ

み
の
減
＂閉
や
資
源
物
の
再
利
用
に

つ
い
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
こ
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
蔀
今
号
で
は
8
月
1
日
号
に

続
き
、
平
成
9
年
度
廃
棄
物
減
試

等
推
進
呉
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

で
す
。
ま
た
、
埋
設
の
た
め
土
を

掘
る
手
間
は
掛
か
り
ま
す
が
、

庭
の
芙
観
を
捐
な
い
ま
せ
ん
。

台
所
か
ら
出
る
生
こ
み
な
ど

の
有
機
質
の
も
の
を
た
い
肥
化

し
ま
す
の
で
、
こ
み
減
祉
対
策
、

生
ご
み
の
資
源
化
の
手
段
と
し

て
こ
利
用
く
だ
さ
い

c

な
お
、
生
f
H

み
処
理
器
を
埋

設
す
る
穴
を
掘
る
こ
と
が
で
き

な
い
力
は
リ
サ
イ
ク
ル
課
へ
t

J

相
談
く
だ
さ
い
。
棠
者
（
有
料
、

53
千
円
）
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
見
本
設
置
場
所
11
市
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
、
生
活

・
保
健
セ
ン

タ
ー、

七
生
・
多
摩
平
両
支
所
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

購

入

費

の

一

部

補

助

購
入
に
際
し
、

1
世
帯
に
つ

き
2
基
を
限
度
に
、
購
入
貨
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
の

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

申
し
込
み
は

ハ
ガ
キ
で

＞
あ
っ
せ
ん
価
格
1
1
9
千
300
円

＞
補
助
金
額
1
1
3
T
円

＞
購
入
自
己
負
担
額
1
1
6
千
叩

円
申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
個
数

を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
環
壊

部
リ
サ
イ
ク
ル
課

（〒
団
新
井

加
の
2
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

生ごみ処理器設置図

フ
タ
ウ
ン

▽
長
田
清
芯
・・・
下
程
久
保

▽
中
村
静
子
・・
・
長
銀
住
宅

▽
稲
富
勝
代
…
―
―]
井
台

▽
鈴
木
宮
芙
子
・
・・武
蔵
野
台

▽
柴
山
和
子
…
第
二
武
蔵
野
台
第

▽
山
崎
富
芙
子
・・
第
二
武
蔵
野
台

第
二

▽
塚
本
珍
男
・
・
第
二
武
蔵
野
台
第

三
▽
佐
藤

一一
雄
：
明
星
前

▽
中
島
シ
ヅ
子
・・・
中
の
台

内
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

配
達
は
業
者
が
行
い
ま
す
が

そ
の
際
に
補
助
金
の
受
け
取
り

を
委
仔
す
る
「
代
理
人
選
任
届」

と

現

品
受
頌
事]
]
に
押
印
し
、

自
己
負
担
額
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

な
お
、
使
用
方
法
は
配
送
時

に
業
者
が
説
明
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課
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4
4
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目
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W
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9
9

會

＠
推
進
員
名
・
自
治
会
名

▽
前
沢
善
一
…
円
だ
ま
り

▽
関
口
通
：
三
沢
精
進
場

▽
山
縣
令

f
：
出
百
＂
早
園

ヱ
宮
田
英
樹
・
・・
南

平

向

島

▽

鈴

木

美

奈

子

…
み
ど
り
坂

▽
吉
原
勇
：

三

沢

下

▽

清
水
民

r.：
西
武
百
苧
園
団
地

▽
沢
永
陽
子
・・・
鹿

島

台

▽

村

越

淳

一

・・
・
高
幡
芙
蓉
ハ
イ
ツ

▽
沖
吹
卓
…
百
草
園
ス
カ
イ
ハ
イ
▽
湯
口
裕
・
・
・
三
沢
台

▽
翫
田
方
美
男
・・・靡
島

台

四

▽

鈴

木

美

知

子

…

高

幡

台

団

地

ツ

▽
伊
藤
栄
子
：
落
川
団
地

▽
三

山

悟

：

．

ひ

ば

り

ケ

斤

▽

半

健

男

…

七

牛

福

祉

園

世
帯
公

▽

佐

藤

ち

ゑ
・・・
倉

沢

（

ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
粕

谷

和

明

・

・

南

川

辺

含

A

柚

▽

増

島

豊

…

百

草

リ

サ
イ
ク
ル
課
）

▽
原
田
徳
造
：
•
新
川
辺

▽
針
原
ス
イ
…
七
生
福
祉
園
世
帯
▽
上
田
好
男

・
・
・大
東
住
宅

▽
山
本
孝
二
．．． 

く

る

み

公

舎

B
.
c
棟

＞
赤
右
由
明
…
い
ず
み

▽
吉
川
房
江
．．
 
七
生
福
祉
園
単
身

＞
内
山
芳
雄
・
：
川
辺
堀
之

内

公

舎

棟

＞
田
倉
林

一
．．． 
租
久
保
第
一

▽
角
田
節
子
・・
・
百
草
団
地

＞
有
村
秀
雄
：
程
久
保
第

三

▽

大
竹
毅
：
．
百
草
住
宅
管
理
組
合

＞
三
島
鐵
太
郎
：
高
幡
不
動
ラ
イ

▽
熊
谷
彰
洋
…
梅
が
丘

▽
平
山
宏
行
：•9
3
9

の
会

▽
渡
辺
守
夫
…
山
ゆ
り
会

▽
矢
崎
善
辰
…
エ
ス
テ
ー
ト
百
草

台
団
地
管
理
組
合

▽
増
田
信
男
・
・
第
二
高
幡
団
地

▽
福
島
知
代
子
・
・
・
高
幡
団
地

▽
↑
田
七
郎
：
高
幡
い
組

▽
鈴
木
富
夫
…
高
幡
ろ
組

▽
松
田
勲
…
裔
幡
は
組

▽
竹
原
ご
甲
：
高
幡
ほ
組

▽
石
井
民
子
・
・
・
コ
ー
ボ
高
幡

▽
中
村
亨
：
南
新
井

▽
小
林
良
行
…
睦

▽
小川
修
一
—
…

_＿
沢
上

▽
米
田
伊
蔵
・・
・
新
井
第
二

▽
石
垣
巌
…
百
草
園

▽
安
倍
吉
祐
．．
 
百
草
園
団
地

▽
朝
倉
喜
芙
子
：
落
川
上

▽
植
木
信
了
・
・
・
都
営

n野
三
沢
ア

▽
人
塚
正
治
…
河
内

▽
緒
方
と
し
江
．．． 
百
草
堤

▽
瀬
高
郁
雄
：
．
落
川
堤

▽
国
守
正
：・
落
川
下

▽
青
木
芙
夏
…
金
田
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教室開放内容 表 1

学校名 教室名 広さ（定員） 設備

和 室 24畳 座卓
(40人）

高幡台小

会議室 63m' 机
(30人） いす

会議室
63m' 

忍(30人）
南平小

音楽室
63 m' いす
(40人） ピアノ

音楽室 63m’ いす
(30人） ピアノ

五 小 大ホール 330m' いす
(200人） ピアノ

会議室 126m' 机
(40人） いす

野市「海の家」事業を利川して

⑫図秒国』涸幻へ

≫
 

i

沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
…
沼
津
御
用

i

面
如
は
明
治2
6年
に
建
て
ら
れ
、
明
治
、
大
~

面
i

、
昭
和
の
一
＿
一
代
に
わ
た
り
使
用
さ
れ

i

五
ま
し
た
。
昭
和4
4年
に
廃
止
さ
れ
、
4
5年
~

が
ら
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
と
し
て
多
~

了
ヽ
の
来
園
者
を
集
め
て
い
ま
す
。

沼津市若山牧水記念館…
千本の地をこよなく愛した
若山牧水は、東京からこの
地に移り住み、43歳の生涯

をこの地で閉じました。沼
津在住期を中心とする牧水
の記念館です。

芹沢光治良文学館…芹沢
光治良は、沼津で生まれ、現
在沼津市の名誉市民です。
生地近くに建てられた文学

館は、芹沢文学を知るうえ
で貴重な資料を豊富に収
集・展示しています。

沿

沖

の

み

ど

教室開放時間 表 2

区分 午前 午後 夜間

；曜～ ／／  / 6時ー9時
曜日

土曜日 ／／  1時～5時
6時～9時※l 

休学校業日 9時～正午 1時～5時 6時～9時
※2 

※ |•• • 五小のみ、土曜日の午後は 2時からです ， 9
※2…学校休業日と は、学校週5日制の土堰日、

日曜日、祝日、夏休みなどをいいます。

≫
 

i

佐
渡
能
楽
の
里
…
風
光
明
美
な
加
茂

i

涵
認
t
の
佐
渡
能
楽
の
里
は
、
ハ
イ
テ
ク

~

五
ポ
ッ
ト
が
演
じ
る
能
を
常
時
見
ら
れ
~

云
占
I

本
初
の
能
楽
観
光
施
設
で
す
。

i

99、

こ
ろ
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ロ野市「海の家」事業は、市民の力が、佐渡島両沖巾

内と沼津市内の宿 泊 施 設に宿泊した場合、その費用の一

部 (1人 1泊 2,000円、子供料金が4,000円を超える場合

は同額）を割り引くもので、年間を通して利用できます。

宿 泊 日 数 に 制 限 は あ り ま せ ん 。 ぜ ひ こ 利 用 く だ さ い 。

（生活課）

簡単・便利な「海の家」事業

こ利用システム

日野市民

直接、電話で各観光協会に“日野市「海の家」事業”を利

用したい旨伝え、お申し込みください。

両津市観光協会 沼津観光協会
ff0259-23-3300 も0559-63-3228

観光協会が、人数・場所・予算などの希望にあった宿泊施

設をご紹介します。ご希望の宿泊施設をお選びください。

宿泊施設の決定
※両津市内に宿泊の方は、観光協会の指示に従って予約

金をお支払いください（予約金は、当日宿で差し引いて精

算されます）。

二
宿泊

＝
翌
昌
喜
鳳
置
言
言
冒

函
念
琵
暑
翠
入
贔
臨
壱
冤
辱
向
畠

精算
お帰りの際、宿にて 1人 1泊につき2,000円差し引いた金額をお支払いく

ださい（子供料金が4,000円を超える場合は同額の割り引き。宿泊日数に

制限はありません）。
しんぼく

※市内車業所の福利厚生活動（職場内の親睦旅行等）でもご利用できます。詳し
くは、生活課までお問い合わせ ください。

． ．．．．．．．． ．．．．．． ．．．． ．► 

旬ま眼ラ
こま下マ大
ろ見にコ佐
が下お 1渡
鬼ろさスス
ーすめ゜カ
ろー、両ィ

でと
ーま津ー

すが空湾？
で゚＇一国ン

◄．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．． ー・・・・ ・・・……• ． 佐．

佐渡版画村美術館・・： ； 
9, i渡虚全

地元アマチュア作家の； ： す0位野唇
作品を中心に展示して i: 紅を真訂
いる全国でも珍しい版 ：！ 葉地野認
画専門の美術館。素朴 ii は図湾の

で力強いタッチがみも ；： 10のな大

の。 '
：， 月形どパ
； ； 中のをノ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: :........................ l 

佐
渡
が
島
の
み
ど
こ
ろ

．
，ヽ
・

、
H
‘
~

h

‘

』

'
J
h

ー
ー

り
り

血

定

ほ

写

を

止

認

代

に

枚

参

催

駿

開

証

、

能

卜

で

1

持

J

法

技

ス

ま

）

へ

、
涸
日

当

生

命

キ

因

3

チ
所

）

手

そ

救

テ

円

4

張

19

肺

r
、

(

2

6

・
出

01

1

講

ー

急

o

月

2

両

・

1

命

午

応

心

ま

円

＇ー＇ー

正

:

救

～

会

こ

し

O

O

8

横

幡

。

81

演

習

方

L

み

x
高

へ

n

9

講

講

た

み

の

5

チ

．

場

（

ご通

時

J

普

前

二

叩

れ

の

習

3

平

会

署

い

救

さ

習

講

縦

摩

接

防

r
 

P

J
午

J

、

同

ど

通

了

講

命

で

多

直

消

日

小

つ

普

修

命

救

景

は

は

野

”
し

7

丘

の

／

を

救

通

背

た

い

日

E

ぃJ

ヽJ

つ

月

が

急

か

習

通

普

無

ま

ど

――

旭

救

ほ

諧

付

普

―-

．

署

つ

先

一

＿＿
＿
＿
―
-
談

※

交

＿

み

帽

防

の

せ

I

の
，

急

時

場

容

相

か

を

用

込

脱

消

急

合

救

日

会

内

急

ほ

一

費

）

申

（

野

救

問

r

A

A

A

救

法

証

A

か

A

真

日

※

A

胃．
＇‘
i

t
h
h
h
.H

!
‘
卜，
h
・b.h
・K
、
ヒ`ヽ
h
・ヒ
h
h
h
h
り
9
h
l
k
・ーー
h
ーー
り
・

「
O
im
ー

：9

：
叫~ii
l
o
i
]

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

一
―
▽
日
時
1
1
8
月
3
1
日
同
午
前
10
時
＼
午
後
4
時

一
一
▽
会
場
1
1
立
川
駅
ビ
ル
6
階

一
▽
問
合
せ
先
1
1
佃
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会

吾．
5
4
0
1
.
1
2
6
1
)

L
 

•• 

|

1
ー

i
i
l
i
i
|
|

「

!
i
i
i
i
1
i
i
i
i1

一業汀丘[[いい"""
-

と

家

族

の

悩

み

」

を

家

庭

裁

判

所

の

参

与

員

・
家
事
調
停
員

社
会
保
険
労
務
士
及

ー
テ
ー
マ
に
、
な
ん
で

と

に

施

ー
も
相
談
を
次
の
と
ぉ

会

マ

一
り
開
催
し
ま
す
。

社

＿

実

ぴ
束
京
都
職
員

＞
日
時
11
9
月
5
F
l

齢

テ

※
受
け
付
け
は
、
各

―
⑮•
8

品
・
9

F
l

濤
丸
を
相談
日
の
午
後0
時

匹
午
後
1
時
S
4時

30
分
S
3時
4
5
分
、

一
▽
会
場
11
東
京
都
け

が

悩

永

火

定
員
に
な
り
次
第
締

第

一
本
庁
舎
1
階

ホ

都

の

め

切

り

ま

す

。
秘
密

i
 

ー

レ

京

族

は

厳

守

し

ま

す

。

i

▽
国
談
内
容
11
年

東

家

相

▽
問
合
せ
先
11
東
京

こ

、

相

続

、

遺

言

贈

都

政

策

報

逍

室

都

民

一

与
、
仕
事
、
す
ま
い
、
税
金
介
の
声
部
相
談
提
案
課

(6
03
.
-

-
一
護
‘
扶
養
、
家
底
生
活
、
老
人
福

5
3
8
8
.
2
2
5
1
)
i

砧
町
い
い
い
〗

―
>
[
[1

1
[
E
l

尺
闊
｀
エ

二
〗
[
ニ

｀

ー
l
h

r
,

h

』
•
り
・
・

ー
ー

1

ー
ー

、

f

・
ー
ー
ー
・
l
‘
!
_
1
ー
ー

ー
1

ー
1

i

h

‘

、

f
9
,
h

`

‘

r

h

し
｀
•

ー
ー

ー
，
h

．h

f
ー

1
、!

！

[
i叶
バ
訂
月
旦

ノ

ン

ト

・

ギ

ル

バ
ー
ト
氏
、
パ
ネ
ル

ネ

ョ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
都
巾
と

会

一

大

事

゜

、

シ

塁
）

．．． 
依
田
和
夫
氏
（
度
応

ノ

大
学
教
授
）
、
篠
原
修
氏
（
束
京

国

行

ノ

一

ー
ヵ

大
学
教
授
）
ほ
か

一
全

加

と

．
会

▽
定
員
1
1
1
ぷ
人
（
先
若
順
）

-
会
参

ス

▽
申
込
み
11
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

一
学
民

一
一

木

市

演

イ

往

信

用
裂
面
に
住
所
、
氏
名
、

:1
講

デ

電
話
誉
方
を
、
返
信
用
表
面
に

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
「
土
木

i

▽
日
時
1
1
9
月
6
口

畢

後

l

学
会
市
民
参
加
係
」
(
〒
206
多
摩

ご
時
30
分
S
4時
30
分

郵

便

局

留

め

）

へ

ご

会
場
11
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
大
▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
建
設
局

：
ホ

ー

ル

（

多

摩

市

）

再

朋

発

部

(6
03
.5
3
2
0
.

～
 

9

▽
内
容
・
講
師
11
講
演
（
ま
ち

5
4
6
7
)

f
|、｀
ー

｀

｀
ー

1

|

で
は
、
こ
み
の
減
足
化
、
過
剰
包
以
内
、
画
材
は
杓
に
問
い
ま
せ
ん
卜
等
に
学
校
名
や
氏
名
が
担
載
さ
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
人
し
、

装
の
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
が
、
立
体
性
の
あ
る
作
品
は
不
可
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
④
学
校
日
野
市
役
所
舞
境
部
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
分
別
収
集
へ
の
協
力
等
を
テ
▽
注
意
11①
郵
送
の
際
、
作
品
は
教
育
等
の
授
業
で
作
成
し
た
応
募
課
(
〒
191
新
井
210
の
2
ク
リ
ー
ン

ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
次
折
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
②
応
募
作
品
は
、

1
学
年
1
0
点
以
内
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

の

と

お

り

募

集

し

ま

丸

作

品

の

版

枷

は

主

催

者

に

属

し

ま

▽

応
募
方
法
11
9
月
5
日

画

（

必

▽

問
合
せ
先
11
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

▽
応
募
区
分
11
小
学
牛
の
部
、
中
す
③
主
催
者
等
が
作
成
す
る
広
若
）
ま
で
に
郵
送
で
。
作
品
の
衷
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課

(6
8
1
.
0
4

学

牛

の

部

報

用

の

ポ

ス

タ

ー

、

パ

ン

フ

レ

ッ

面

に

仕
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

4
4
)

り
9
l

ヽ
ム
9

り
・
i
ヽ
り
，`

＞
日
時
11
表
2
の
と
お
り
※
1
2
月
※
政
治

・
宗
教

・
営
利
活
動
に
は
か
ら
。
電
話
も
可
）
③
使
用
希

28
日
S
1
月
7
曰

を

除

く

使

用

で

き

ま

せ

ん

。

望

口

の

1

0

円

前

ま

で

に

使

用

申

請

＞
使
用
で
き
る
団
体
11
主
な
構
成
▽
申
込
方
法
11
①
市
役
所
5
階
生
書
を
提
出
す
る
※
使
用
辞
退
を
す

員
が
巾
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
者
涯
学
習
課
で
団
体
登
録
を
す
る
る
湯
合
も
lO
日
前
ま
で
に
連
絡
を

で
、
代
表
者
が
市
内
に
居
住
す
る
②
使
用
申
し
込
み
を
す
る
（
受
け
▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課
6
内

会
員
数
5
人

以

上

の

団

体

付

け

は

使

用

希

望

日

の

1
カ

月

前

線

濶

サークル活動等に

ご活用ください

O』誕縮薗揺髯攣

ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

ー
促
進
ポ
ス
タ
ー
募
集
し

地
域
の
皆
さ
ん
が
身
辺
な
場
所

で
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
小
学
校
（
高
幡
台
小
、
南
平

小
、
五
小
）
の
教
室
を
、
聞
放
し

て
い
ま
す
。
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
施
設
内
容
11
表
1
の
と
お
り
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子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
男
女

は
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
様
々
な
保
育
サ
ー

ピ
ス
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

日
野
市
女
性
社
会

事
業
協
会
と
女
性
セ

ン
タ
ー
で
は
、
自
宅

で
子
供
を
預
か
っ
た

り
家
へ
出
向
い
て
い

っ
た
り
し
て
、
保
育

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
携
表

わ
る
人
を
養
成
す
る
程

。

B会

講
座
を
開
催
し
ま
す

習

ぜ
ひ
、
ご
参
加
＜

講

だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容
・
講

師
1
1
別
表
の
と
お
り

▽
会
場
1
1
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
市
内
在
住

で
全
課
程
を
受
講
で

心の発達とその問題
～扱いにくい子供～

児童文学作家
菊地澄子氏

児童相談員
新海由美氏

身体の発育と病気
～発育について～

身体の発育と病気
～病気について～

市立総合病院
小児科医

佐々木栄一氏

市健康課保健婦

労働法セミナー日程表

市立幼稚園園長

市健康課栄養士

須賀小児科院長

須賀康正氏

育児支援グルーブ
主任研究員

中山紘子氏

す
。
ぜ
ひ
、
育
て
て
み
て
く
だ
さ

ヽ゚'＞ ▽
日
時
1
1
8
月
23
日

g
午
前
9
時

30
分
か
ら
（
雨
天
実
施
）

▽
会
場
1
1
勁
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
事
務
所
※
日
野
中
央
公
園
南
西

角
、
日
野
消
防
署
前
（
先
着

400

人）
／
旭
が
丘
中
央
公
園
（
同
200

人）
／
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園

カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
・
・
午
後
4
時
30
分

S
6
時
30
分
、
盆
踊
り
…
午
後
6

時
30
分
S

9
時
、
ミ
ニ
花
火
大
会

…
午
後
7
時
30
分
S

7
時
45
分
／

▽
そ
の
他
1
1
全
課
程
を
修
了
し
た

方
に
は
勁
婦
人
少
年
協
会
（
労
働

省
の
外
郭
団
体
）
か
ら
修
了
証
書

が
交
付
さ
れ
ま
す

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
労
働
法
の

基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
実
務
に
必

要
な
最
近
の
判
例
を
6
日
間
で
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
法
に
つ
い
て
、
初
め
て
学

ぶ
方
、
も
う
一
度
基
礎
か
ら
復
習

し
た
い
方
な
ど
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11
別
表
の

と
お
り

▽
会
場
1
1
八
王
子
労
政
会
館

(
J

R
八
王
子
駅
徒
歩
10
分
、
京
王
八

八
王
子
労
政
事
務
所
主
催

労

働

法

セ
ミ
ナ
ー

管
理
事
務
所
前
（
同
200
人
）
／
平
山

地
区
セ
ン
タ
ー
（
同
210
人
）
／
東
京

南
農
協
七
生
支
店
（
同
250
人）
／
八

小
校
門
前
（
同
150
人）
／
万
願
寺
8

号
公
園
内
※
東
部
会
館
裏
（
同
150

人）▽
問
合
せ
先
11
勁
日
野
市
環
境
緑

化
協
会

(
6
8
5
.
4
7
4
0
)

東京学芸大学
助教授

野川忍氏

中央大学教授

角田邦重氏

▽
日
程
1
1
8
月
23
日
g
.
2
4
日
同

▽
会
場
1
1
日
野
中
央
公
園

▽
内
容
・
時
間
11
〈両
日
と
も
〉

夜
店
・
・
・
午
後
4
時
30
分
S

9
時、

何

に

い

い

の

ど

う

い

い

の

※

2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
。

ビ

タ

ミ

ン

て

な

あ

に

：

者

は

20
日
困
ま
で
に
予
約

▽
日
時
1
1
8
月
26
日

g
午
後
1

▽
講
師
11
布
施
箕
理
子
氏
（
湘
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
生
活

時
30
分
S

3
時
30
分

北

短

期

大

学

教

授

）

課

(
6
8
1
.
4
1
1
2
)

lv
｛蘊
II生

活

・

保

健

セ

ン

タ

梢

費

生

活

講

座

参

加

者

募

集

⑮
冑
捗
ー
匡
哀
四
巴
含
を
励
四

〈
24
日
の
み
〉
抽
選
会
…
午
後
8

時
30
分
か
ら
※
抽
選
券
を
23
日

か

▽

問

合

せ

先
1
1
日
野
市
商
工
会

ら
配
布

(
6
8
1
.
3
6
6
6
)
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乗
鞍
と
八
ヶ
岳
で
高
原
の
秋
を
満
喫

市
民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

昧
日
野
市
企
業
公
社
で
は
、
乗
宿
泊
施
設
は
、
乗
鞍
高
原
日
野

鞍
岳
山
頂
に
程
近
い
、
位
が
原
一
山
荘
と
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘
で

帯
の
木
々
が
三
段
紅
葉
に
彩
ら
れ
す
。
奮
っ
て
f
J

参
加
く
だ
さ
い
。

る
9
月
の
末
に
、
市
民
交
流
バ
ス

▽
日
程
1
1
9
月
24
日
困
S
2
6
日
固

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

(
2
泊
3
日）

=＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＿＿＿＝＝＝＝＝＝＝＝＝▽集合・解散
11
集
合
…
24
日
午

▽
申
込
み
1
1
8
月
29
日

函

ま

で

に

前
8
時
（
時
間
厳
守
）
に
生
活
・

電
話
で
日
野
市
女
性
社
会
事
業
協
保
健
セ
ン
タ
ー
前
、
解
散
…
26
日

会

(
6
8
5
.
0
0
6
5
)

へ

午

後

5
時
ご
ろ
に
同
所
で

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
女
性
社
会

▽
コ
ー
ス
11
乗
鞍
高
原
、
畳
平
、

事
業
協
会

(
6
8
5
.
0
0
6
5
)

上
高
地
、
八
ヶ
岳
高
原
ほ
か

き
る
男
女
50
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
1
1
テ
キ
ス
ト
代
2
千
250
円

※
3
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
。
希

望
者
は
申
し
込
み
時
に
予
約
を
。

王
子
駅
徒
歩
5
分）

▽
対
象
11
中
小
企
業
経
営
者

・
人

事
労
務
担
当
者
、
労
働
者
、
一
般

都
民
80
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
東
京
都

八
王
子
労
政
事
務
所
労
働
教
育
係

(
6
0
4
2
6
.
4
3
.
0
2
7
8
/
 

獄
0
4
2
6
.
4
5
.
7
1
8
5
)

それでもあなたは食ぺますかパート 2

閲
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で

は
、
菊
の
苗
（
用
土
、
肥
料
付
き
）

▽
対
象
11市
内
在
住
の
健
康
な
方

38
人
※
宿
泊
の
部
屋
割
り
は
、
男

女
別
の
相
部
屋
で
す

▽
費
用
1
1
2
万
9
千
円

▽
申
込
み
1
1
8
月
25
日
回
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
参
加
者
全
員

(
4
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
電

話
番
号
、
性
別
を
、
返
信
用
表
面
に

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

卸
日
野
市
企
業
公
社
(
〒
191
日
野

本
町
2
の
4
の
7
)

へ
※
申
込
多

数
の
場
合
は
過
去
の
参
加
者
を
除

き
抽
選
。

8
月
29
日
画
こ
ろ
に
抽

選
結
果
発
送
予
定

▽
問
合
せ
先
1
1
跨
日
野
市
企
業
公

社

(
6
8
7
.
2
4
3
7
)

ビデオ一覧表

それでもあなたは食ぺますか輸入食品の安全性を問う 30 くらしの中の不安合成洗剤 22 

30 甘味博士の食生活改造講座糖度の実験から食習慣を考える 22 

平成食卓考ー食うまく選んでますか食の安全性を考える 22 本当はどんな色？愛川欽也の着色料検出実験トーク 21 

ロックンロール・パワーズダイエット食べてもいいの？ 24 センタクしてます？汚れと素材とお洗濯 21 

骨元気！貯金してカルシウム栄養成分表示を見て選ぶ 20 はかり家の人々 20 

よくわかる食中毒予防シリーズ4 0-157 21 発言する消賣者 EC消費者教育「イギリス編」 30 

崩作ー空洞化する日本農業一 39 奇妙な出来事アトピー 46 

ポストハーペスト農薬汚染 2 28 アラジンと魔法のカードブリベードカードってお金じゃないの！ ？ 18 

甦（よみがえ）れ赤トンボ ー安全な食ぺものは私たちの手で— 34 恐るべき電磁波汚染 35 

ゴミ減量作戟 30 役者ピロの怒り ーマルチ商法 一 20 

よみがえれ！美しい地球宇宙人の東京ゴミ探検 19 スト ップザ・悪徳商法 21 

こみは警告する 25 うまい話にやオチがある！ ！悪質商法・ヨネさん危機一髪 20 

ごみは甦（よみがえ）る 40 水晶球が映すカード地獄の世界～多重債務、自己破産への歩み 20 

省エネルギーってなに？あなたにもできる省エネルギー 17 オイシイ話にご用心！契約とクレジット 24 

今、地球が危ない！ 16 今、敷金が危ない！こぷ平の賃貸契約トラプル講座 20 

ハードで包んで・・地球私が地球のためにできること 19 ある日、突然…探偵コロンダ・電話勧誘を追え！ 23 

東京発新•おしゃれな暮らし環境に優しい商品選ぴ 21 WHAT'S自己責任？ 25 

見なおそう！小さな地球住まいの中の化学物質 23 賢い広告交際術～ PL法時代の広告 22 

濠所有ピデオは10叫息あります。表褐載以外のピデオについては、お問い合わせください。

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
ひ
の
曲
工
ま
つ
り

盆
踊
り
・
ミ
ニ
花
火
大
会
な
ど
を
開
催

生
活
課
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
立
つ
ピ
デ
オ
（
別

表
参
照
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

P
T
A
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
プ
、

家
庭
教
育
学
級
な
ど
の
集
ま
り
や

学
習
会
、
企
業
研
修
の
際
に
t
J

利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
デ
オ
（
ピ
デ
オ

内
蔵
テ
レ
ビ
・

21
イ
ン
チ
）
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11生
活
課

(
0
8
1
.
4
1
1
2
)
 

を
市
内
7
会
場
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
無
料
配
布
し
ま
す

(
1
人
4
本

程
度
）
。

菊
は
ポ
ッ
ト
マ
ム
と
ス
プ
レ
ー

菊
で
、
花
の
き
れ
い
な
育
て
や
す

い
品
種
で
す
。
窓
辺
や
庭
を
市
の

花
「
菊
」
で
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
秋
に
は
配
布
し
た
苗
に

よ
る
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
い
ま

図②サゥン侭

貸
し
出
し
ま
す

障
害
者
の
方
の
雇
用
促
進
に
所
長
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

つ
い
て
、
事
業
主
や
市
民
の
皆

▽
日
時
1
1
9
月
1
日
回
午
後
1

さ
ん
の
~
J理
解
・
ご
協
力
を
お
時S
5

時

願
い
し
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
▽
会
場
1
1
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王

八
王
子
で
は
、
月
間
中
に
次
の
子
管
内

催

し

を

行

い

ま

す

。

▽

内

容

11
ミ
ス
八
王
子
・
障
害

●
ハ
ロ
ー
ウ
ー
ク
八
王
子
一
日
者
雇
用
促
進
協
会
役
員
の
協
力

紛

紛

偽

！

公

ー

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

障
害
者
就
職
相
談
会
な
ど
を
実
施

を
得
て
、
事
業
所
を
訪
問

●
障
害
者
就
職
相
談
会

▽
日
時
1
1
9
月
18
日
困
午
後
1

時
S
4
時

▽
会
場
1
1
東
京
都
多
摩
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
国
立
市
）

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ

先
11
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王
子
・

専
門
援
助
第
二
部
門

(
6
0
4

2
 

2
6
 .

.

 8
6
0
9
}
 

2
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初心者パソコン教室・講座日程表（表 1)

＜r
 

パソコンの動かし方・扱い方

文書作成から印刷まで

～ワープロソフトー太郎Ver3を

活用して～

①

―

②

―

③

 

クラフィックスその他

～ハイパーキュープ 2を
活用して～

まとめ

中世日本の随筆を読む・講座日程表（表 2)

①

―

②

―

③
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巻
届
国
⑩
念
表
語
炒

堂
移
動
公
民
館

「
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

▽
日
程
・
内
容
1
1
表
1
参
照

▽
時
間
1
1
午
後
6
時
30
分
S
8時

30
分

▽
会
場
1
1
三
沢
中
※
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
を

▽
講
師
1
1
斉
藤
光
司
氏
（
三
沢
中

教
諭
）

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
1
8
歳
以
上
の
方

▽
定
員
1120人

▽
持
ち
物
1
1
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、

上
履
き

▽
申
込
み

118
月
26
日

g
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

中
央
公
民
館
「
初
心
者
パ
ソ
コ
ン

日

程

表

大冒険
(I)プーメランを作って飛ばそう
(2)走り回って遊ぼう
①水遊ぴ（ヨーヨー割り、水でっぽう）
②ナンパーコール

子ども映画会
「アリバパと40人の盗賊」
～世界の童話第15話～

で

小学生 30人
（先着順）
※申し込みを

申し込み不要。

直接会場へ
※雨天実施

夏
の
期
間
、
子
ど
も
会
の
キ
ャ

ン
プ
な
ど
、
青
少
年
の
活
動
の
場

『方丈記』を読む(2)

『徒然草』を読む(I)

r徒然草』を読む(2)

実践女子短期大学教授

佐藤辰雄氏

実践女子短期大学講師

白石美鈴氏

と
し
て
開
設
さ
れ
る

「自
然
体
験

広
場
j

で
、
夏
休
み
最
後
の
思
い

出
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

友
達
同
士
、
誘
い
合
わ
せ
て
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容
・
対
象
11別
表
の

と
お
り8

月
の
体
験
学
習
会

昇
「
竹
馬
づ
く
り
と
竹
細
工
」

自
分
で
作
っ
た
竹
馬
に
、
う
ま

く
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
乗
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

夏
休
み
の
エ
作
と
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
118
月
30
日
国
午
前

9
時

S
正
午

▽
会
場
1
1
ふ
る
さ
と
博
物
館

教
室
」
係
(
〒
191
日
野
本
町
7
の
5

の
23)
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は
、

三
沢
中
・
三
中
地
区
在
住
者
を
優

先
の
う
え
、
抽
選

衝
移
動
公
民
館

「
中
世
日
本
の
随
筆
を
読
む
」

「方
丈
記
j

と

「徒
然
草
j

を

細
か
い
文
法
や
解
釈
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
読
み
ま
す
。
作
品
が
時
代
を

超
え
て
何
を
語
り
か
け
て
く
れ
る

の
か
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師

11表
2
参
照

▽
時
間
1
1
午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
11自
然
体
験
広
場
（
仲
田

小
隣
）

▽
申
込
み

118
月
22
日
⑮
ま
で
に

電
話
で
生
涯
学
習
課
(
6
内
線
533)

ヘ
※
映
画
会
は
申
し
込
み
不
要
、

当
日
直
接
会
場
へ

▽
講
師
1
1
土
方
茂
氏
、
佐
藤
登
氏

▽
対
象
11小
、
中
学
生
（
大
人
も

可）▽
定
員
1120
人
（
先
着
順
）

※
動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
参
加
を
。

▽
申
込
み
先
1
1
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
C
8
3
.
5
1
0
0
)
 

▽
会
場
11実
践
女
子
短
期
大
学
※

車
で
の
来
場
は
f
J

遠
慮
を

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

'

▽
定
員
11100
人
（
先
着
順
）

▽
後
援
1
1
実
践
女
子
短
期
大
学

※
申
し
込
み
を
。

▽
氷
彫
刻
の
世
界
日
本
氷
彫
刻

会
編
北
海
道
新
聞
社

▽
藤
山
一
郎
と
そ
の
時
代
池
井

優

新

潮

社

▽
さ
わ
や
か
に
山
へ
田
部
井
淳

子
東
京
新
聞
出
版
同

▽
ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
人
質
事

件
共
同
通
信
社
ペ
ル
ー
特
別

取
材
班
編
共
同
通
信
社

▽
三
和
銀
行
香
港
支
店
立
石
泰

則

講

談

社

▽
贋
金
王
佐
藤
清
彦
青
弓
社

▽
道
ば
た
の
食
ぺ
ら
れ
る
山
野
草

村
田
信
義
写
真
・
文
偕
成
社

▽
断
煙
へ
の
挑
戦
断
煙
研
究
会

本だっ

新
し
く
入

編

成

星
出
版

▽
デ
ジ
タ
ル
日
本
人

講
談
社

▽
江
戸
時
代
の
村
人
た
ち

尚
志

，
山
川
出
版
社

▽
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
物
語

ジ
ェ
ル
・
ト
ラ
ン
タ
ー

館
書
店

▽
大
江
戸
ア
ウ
ト
ド
ア

健
壱
洋
泉
社

▽
不
良
の
た
め
の
読
書
術

朗

筑

摩
書
房

ー

な
ぎ
ら

永
江

公
w"

こ
れ
ま
で
中
央
図
書
館
で
月

1
回
行
わ
れ
て
い
た
リ
サ
イ
ク

ル
資
料
の
配
布
は
、
来
月
か
ら

市
内
各
図
書
館
に
常
設
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
配
布
し
ま
す
。

▽
配
布
開
始
日

1
1
9月
2
日

g

▽
配
布
場
所

11市
政
図
書
室、

百
草
台
児
童
図
書
館
を
除
く
市

？紗

大ナ
修 イ

渡
辺

高
城
剛

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
身
近
な
場

所
で
芸
術
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
小
学
校
の
空
き
教
室

を
活
用
し
て
公
開
し
て
い
る
「
市

所
有
美
術
作
品
展
」
（
写
真
）
。

7
月
か
ら
、
地
元
の
美
術
家
の

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
r

J

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

11
9
月
28
日
ま
で
の
毎
週

日
曜
日
午
前
10
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
1
1
南
平
小
開
放
教
室

▽
作
品

11故
・
小
島
善
太
郎
氏
（
独

立
美
術
協
会
）
、
故
・
斉
藤
紅

一
氏

南
平
小
学
校
で

ぷ
所
有
美
術
作
品
展
」
開
催
中

（
同
協
会
）
、
故
・
漆
畑
廣
作
氏
（
日

本
水
彩
画
協
会
）
、
大
坪
重
周
氏

（
日
展
）
、
今
村
昭
寛
氏
（
一
創
会
）

の
作
品

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
協
会
（
生
涯
学
習
課

内
6
内
線
545)

ー

ー

ー

90
.. ,
 

多
摩
ス
。
が
ー
ヅ

た

グ

餌

が

ら

〇
健
康
体
力
相
談
（
一
般
コ
ー
ス
）

▽
日
時

1
1
9月
5
日
細
午
後
3
時

S
5時
、
6
時
30
分
S
9時
※
終

了
時
間
の
30
分
前
ま
で
に
来
館
を

▽
対
象
11こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め

る
高
校
生
相
当
以
上
の
方

〇
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

▽
日
時

1
1
9月
13
日

g.27日
山

午
前
9
時
30
分
S
午
後
0
時
30
分

▽
種
目
・
定
員
1
1
①
3
オ
ン
3
…

4
0
人
②
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

…
30
人
③
ダ
ー
ツ
…

20
人

▽
対
象
1
1
小
学
生
以
上

▽
韓
非
子
上
・
下

文
芸
春
秋

▽
日
本
語
の
し
く
み

日
本
実
業
出
版
社

▽
娘

へ

草

野

仁

小

学
館

▽
山
は
い
の
ち
を
の
ば
す
田
中

澄
江

青
春
出
版
社

▽
椅
子
が
こ
わ
い
夏
糊
静
子

文
芸
春
秋

▽
喘
う
伊
右
衛
門
京
極
夏
彦

中
央
公
論
社

▽
嘘

藤

堂

志

津

子

幻

冬
舎

！

偽

偽

鍮

▽
費
用

11大
人
140
円
、
中
学
生
以

下
70
円

▽
持
ち
物
1
1
体
育
館
履
き
※
運
動

の
で
き
る
服
装
で
参
加
を

R
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

▽
日
時

119
月

20
日

g.21日
回

午
前
10
時
S
午
後
5
時

▽
対
象

11地
域
・
職
場
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
体
育
指

導
委
員
な
ど

▽
定
員
1
1
6
0
人

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11都

立
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館

▽
申
込
み
1
1
0
の
②
は
8
月
30
日

3
0は
9
月
6
日

g
（
い
ず
れ
も

必
着）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往

信
用
裏
面
に
講
習
会
名
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢、

電
話

誉
方
、
性
別
、

職
業
、
所
属
を
記

入
し
、
勁
東
京
都
教
育
文
化
財
団

多
摩
ス
ポ
ー
ツ
会
館

(〒
196
昭
島

市
東
町
5
の
13
の
1
)
へ
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選。

こ
れ
以
外

の
も
の
は
、
申
し
込
み
不
要
で
す

の
で
、

直
接
会
場
へ

▽
問
合
せ
先

11同
会
館

(
6
4
4
.

4
1
5
2
)
 

▽
故

郷

水

上
勉

集
英
社

▽
ひ
ま
わ
り
の
祝
祭
藤
原
伊
織

講
談
社

▽
わ
れ
ら
が
父
た
ち
の
掟
上
・

下

ス

コ

ッ
ト
・
ト
ゥ
ロ
ー

文
芸
春
秋

▽
魔
法
の
娘
ジ
ェ
イ
ン
・
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス

早
川
書
房

▽
よ
そ
の
子
ト
リ
イ
・
ヘ
イ
デ

ン

早
川
書
房

（
中
央
図
書
館

百．
7
3
5
4
)

,̂
 ..
.
.
.
.
.
.
 ♦
▲
▼

♦
 

内
各
図書館
の
常
設
コ
ー
ナ
ー
〗

い
い
：
ぃ
二

▽
内
容
1
1
除
籍
処
分
を
し
た
図
っ
て
い
た
月
1
回
の
配
布
は
、

書
館
資
料
の
無
料
配
布
（
児
童

中
止
し
ま
す
。

書
は
除
く
。
1
人
10
冊

ま

で

）

以

上
、
詳
し
く
は
、

最
寄
り

※
常
設
コ
ー
ナ
ー
開
設
に
伴
の
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

リ
サ
イ
ク
ル
資
料
の
配
布

各
図
書
館
に
常
設
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

倉
島
長
正

安
能
務

1
:：：
i
1
:-・:
i
l:・:i
l
 

宕展一・ゴ
館冑決舎
に参加を

r
::·::Il
:…• 

_
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一＿
 

~

市
民
体
育
大
会
が
次
の
よ
う

＿
 

ー
に
開
か
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

＿
 

＿
＠
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

＿
▽
日
時
1
1
9
月
7
日
回
午
前

8

＿
時
30
分
か
ら

ー
▽
会
場
11南
平
体
育
館

一
▽
種
目
1
1
中
学
生
以
上
女
子
、

一
混
合

（
常
時
女
子
が
2
人
以
上

＂
コ
ー
ト
に
い
る
こ
と
）

＿
 

一
▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
・

＿
 

在
学
者
※

1
チ
ー
ム
4
S
7
人

一
▽
費
用

111
人
500
円

一▽
主
将
会
議
1
1
8
月
23
日
3
午

一
後
6
時
30
分
か
ら
市
役
所
5
階

[
505
会
議
室
で

一
▽
申
込
み
1
1
主
将
会
議
で
費
用

を
添
え
て

i

＠
ラ
ー
ジ
ポ
ー
ル
卓
球

▽
日
時
1
1
9
月
1
4
日
回
午
前

9

＿
 

一
時
か
ら

一
▽
会
場
11南
平
体
育
館

ー
▽
種
目
1
1
初
心
者
・
小
学
生
―

＿
中
学
生
ダ
プ
ル
ス
、
男
・
女
・

＿
混
合
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ブ
ル
ス

▽
費
用

1
1
1
ペ
ア

500
円

一

▽
申
込
み

1
1
9月
2
日

g
ま
で
一

に
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
一

一

南
平
体
育
館
に
あ
り
）
と
費
用

ハ一

を
、
定
額
小
為
替
か
現
金
書
留
―

で
、
三
沢
佳
紀

(-T191
落
川
184

一

の
4
)

へ

郵

送

＿

⑥
サ
ッ
カ
ー

一

▽
日
程

1
1
9
月
28
日
回
か
ら
の
＿l

 

日
曜
日
、
祝
日

▽
会
場
11市
民
陸
上
競
技
場
ほ
＿

＿
 

か▽
種
目
1
1
一
般
、
中
学
生
、
小
一

学
3
.
4
年
生
、
同
5
.
6
年
l

一

生
、
壮
年
、
女
子

▽
対
象
11市
内
在
住
・
在
勤
・
―

一

在
学
者
で
構
成
す
る

20
人
（
壮

年
は
2
5
人
）
以
内
の
チ
ー
ム
※
一

一

4
級
審
判
員
が
い
る
こ
と

一

▽
費
用

1
1
1
チ
ー
ム

6
千
円
一

（
小
、
中
学
生
と
女
子
は
3
千

一一

円）▽
主
将
会
議
1
1
9月
8
日
⑲
午
＂

後
7
時
か
ら
市
役
所
5
階
505
会
一

議
室
で

▽
申
込
み

1
1
9月
5
日
⑲
ま
で

i

に
申
込
書

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
．

＿
 

に
あ
り
）
に
記
入
し
、
市
役
所
＿

一

5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
持
参
・

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
一

以
上
、
詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
i

振
興
課

(
6
内
線
543)
へ
問
い
＿

合
わ
せ
を
。
他
の
競
技
は
随
時
、
l

一

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
 
_

_

 

．．．．．
 

…

_
L
 

-
＝
一

7
 
••• 

：

i
_
 

大
学
通
信
教
育
合
詞
入
学
説
明
会

大
学
通
信
教
育
を
実
施
し
て
階
（
新
宿
区
）

一
い
る
大
学
・
短
期
大
学
で
は
、
▽
内
容
1
1
入
学
を
希
望
す
る
大

l

平
成
9
年
度
秋
期
入
学
生
を
募
学
の
教
職
員
が
、
講
義
内
容
・

[

一
集
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
勁
私
学
習
方
法
・
受
講
手
続
き
等
の
一

立
大
学
通
信
教
育
協
会
で
は
、
相
談
に
応
じ
る

‘

[

一
大
学
通
信
教
育
を
受
講
す
る
方
▽
対
象
11
一
般
、
高
校
生
一

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
合
同
▽
参
加
校
1
1
法
政
大
学
、
中
央

＿
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
学
、
明
星
大
学
ほ
か
1
4
校
一

▽
日
時

1
1
9
月
28
日
回
午
前
11

▽
問
合
せ
先
11勁
私
立
大
学
通

’

＿
時

S
午
後
4
時
30
分

信

教

育

協

会

(

、6
0
3
.
3
3
5
-

▽
会
場1
1
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー1
3
O
•
6
6
8
1
)
[

r
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2
9
1
6
2
3
3
0
 

ー

8
1
5
2
2
2
9

7
1
4
2
1
2
8
 

6
1
3
2
0
2
7
 

2
9
6
 

ー

ー

2

5
 

ー

8

5

ー

ー

2

4
 

R
R
R
働

〇
R
R
R

6
1
3
2
0
2
7
 

5
1
2
1
9
2
6
 

1
8
5
 

ー

ー

2

4
 

3
1
0
1
7
2
4
 

2
9
1
6
⑬

30 

ー

8
⑮
2
2
2
9

1997年（平成9年）8月15日
第925号

て^°‘
(8) 

市役所
代表電話

雲 85-1111

「みんなのメモ帳」 掲載基準
広報「ひの」みんなのメモ帳欄は、市民の方の各種活動を支援し、

活発にするために設けています。

掲載には、次のとおり基準が定めてあります。ご理解ご協力をお願

いします。

1 「みんなのメモ帳」は、原則として、広報手段を持たない市民及び

主に市内在住・在勤・在学者で構成する団体・サークルなどの活動

を支援するため、紙面を提供する 。

2 政治団体などが主催する行事・会員募集（以下「行事等」）、及び政

治活動とみなされる行事等は、掲載しない。

3 宗教団体などが主催する行事等、及ぴ宗教活動（布教活動など）と

みなされる行事等は、掲載しない。

4 企業などが主催する行事等で、営利目的や営業宣伝とみなされる

ものは、掲載しない。

5 一般の行事については、次のとおり取り扱うものとする 。

① サークル活動などの会員募集は、あくまでも同好の仲間を募る

ためのものとし、「私が教えます」式の会員募集は、掲載しない。

② 営利を目的とする教室などを恒常的に開いている個人・団体が、

講演会や作品展などを行う場合は、掲載しない。

③ 行事等の参加賣用については、会場費、講師料などの必要経費と材

料賞などの実賣及ぴ常識的な範囲の会費（茶菓子代など）を超えない

ものとする。

④ 同一団体の会員募集及ぴ月例会の掲載は、原則として 3カ月程

度の間隔をあけるものとする。

⑤ 営利目的とみなされる「パザー」や「ガレージセール」などは、掲載し

ない。

⑥ 「譲ります」「差し上げます」などの個人的なものは、掲載しない。

6 紙面に余裕のない場合の掲載順位は、原則として次のとおりとする。

① その号でないと間に合わない日程の催しで、市内を会場とする

ものを最優先とする。（ただし締め切り前に届けられたもの）

② それ以外は、日程及び会場を勘案のうえ決定する。

7 原稿の内容は、行事等の名称、日時、会場、内容、講師、対象、

定員、費用、問合せ先などとし、 13文字X10行程度とする。

8 原稿の採否は、原則として連絡しないものとする。

9 掲載後の責任は、負わないものとする。

10 前記 2~7項に該当しない内容については、そのつど広報課て~協議する。

匹
ぼし，、？

全
乎
成
9
年
度
採
用
市
立
総
合

病
院
職
員

▽
職
種
11
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）

▽
募
集
人
数
11
若
干
人
▽
受
験
資

格
11
昭
和
43
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
資
格
取
得
（
市
の
指
定
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
）
の
方
▽
提

出
書
類
11①
所
定
の
試
験
申
込
書

(
8
月
18
日
か
ら
市
役
所
4
階
職

堡
課
と
同
病
院
で
配
布
）
②
最
終

学
歴
の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
と

成
績
証
明
書
③
資
格
証
明
書
の
写

し
※
取
得
見
込
み
は
不
要
▽
試
験

日
1
1
9
月
10
日
▽
応
募
方
法
1
1
8

月
18
日
S

9
月
7
日
午
後
5
時
ま

で
に
市
立
総
合
病
院
(
〒

191
多
摩

平
6
の
1
の
1
6
8
1
.
2
6
7
7
)

へ
持
参
か
郵
送

0
市
立
総
合
病
院
臨
時
職
員

▽
職
穂
11助
産
婦
、
看
護
婦
▽
募

集
人
数
11
若
干
人
▽
応
募
資
格
II

45
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
有
資

格
者
▽
勤
務
日
時
11
原
則
と
し
て

月
曜

S
金
曜
日
午
前

8
時

30
分

S
午
後
3
時
30
分
※
詳
細
は
面
談

で
▽
賃
金
11
時
給
1
千
430
円
※
交

通
費
全
額
支
給
、
被
服
貸
与
、
社

会
保
険
あ
り
▽
応
募
方
法
11履
歴

書
（
写
真
添
付
）
、
資
格
証
の
写
し

を
市
立
総
合
病
院
(
〒

191
多
摩
平

6
の
1
の
1
6
8
1
.
2
6
7
7
)

へ

持
参
か
郵
送

■日
野
市
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

パ
ー
ト
職
員

▽
職
種
11歯
科
助
手
、
歯
科
衛
生

士
▽
募
集
人
数
11
若
千
人
▽
勤
務

日
時
11
休
日
、
祝
祭
日
等
の
午
前

9
時

S
午
後
5
時
▽
勤
務
地
11
同

診
療
所

(10
月
か
ら
旧
日
野
保
健

所
跡
地
に
開
設
予
定
）
※
賃
金
等

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ

先
11
囲
八
南
歯
科
医
師
会

(
6
0

4
2
6
.
5
.
8
4
6
3
)
 

3
 

逗

も
ょ
お
レ

■小
品
盆
栽
水
石
講
習
会

▽
日
時
1
1
8
月
16
日
午
後

7
時

S
9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽

費
用
11
500
円
※
教
材
は
持
参
を
▽

問
合
せ
先
11
田
中

(
6
8
3
.
2
3

2
3
)
 

■ひ
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

▽
日
時
1
1
8
月
22
日
午
後

3
時

S
9
時、

23
日
午
前
10
時
S
午
後

9
時
▽
会
場
11
旧
桑
園
跡
地
（
仲

田
小
隣
）

▽
内
容
11
演
劇
、
音
楽
、

映
像
、
美
術
、
舞
踊
、
バ
ザ
ー
ほ

か
▽
問
合
せ
先
11
同
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
（
中
央
公
民
館

内
6
8
1
.
7
5
8
0
)

■地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会

「
小
さ
な
旅
」

▽
日
程
1
1
8
月
23
日
※
午
前
6
時

25
分
に
J

R
中
央
線
高
尾
駅
3
番

線
に
集
合
▽
コ
ー
ス

11
小
渕
沢

S
高
原
列
車

S
小
諸
（
懐
古
園
）

S
碓
氷
峠
▽
定
員
11先
着
20
人
▽

費
用
1
1
3
千
円
（
交
通
費
ほ
か
）

▽
申
込
み
先
11菊
沢

(
6
9
1
.
3

3
7
8
夜
間
）

■男
声
合
唱
団
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル

シ
リ
ウ
ス
演
奏
会

▽
日
時
1
1
8
月
23
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11
い
ず
み
ホ
ー
ル
（
国

分
寺
市
）

▽
曲
目
11
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
集
ほ

か
▽
問
合
せ
先
11木
暮

(
6
0
4

2
3
.
3
.
7
0
3
2
-

，
 

■水
引
工
芸
作
品
展

▽
日
時
1
1
8
月
26
日
S
3
1
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
30
分
※

31
日
は

午
後
5
時
ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
II

小
野
澤

(
6
8
2
.
1
0
2
8
)

■多
摩
麿
史
街
道
遺
跡
研
究
会

講
演
と
研
究
報
告

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
午
後

1
時

S
5
時
▽
会
場
11都
立
山
崎
高
校

（
町
田
市
）

▽
内
容
11
武
蔵
国
の
東

▽
掲
載
に
は
基
準
（
別
掲
）
が
あ
り
ま
す
。
不

明
な
点
は
広
報
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
臀
末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
、
締
め

切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
｀
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

※
兌
印
は
市
が
行
う
も
の
‘

■印
は
団
体
・
個

人
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

店
利
用
券
を
進
呈
。
地
域
の
方
歓

迎
▽
会
場
11
同
園
▽
問
合
せ
先
II

同
園
（
石
川
6
9
1
.
0
0
4
9
)

■
「
あ
な
た
も
童
謡
詩
人
」
童
謡

詩
を
募
集

▽
規
定
11400
字
詰
め
原
稿
用
紙
に

縦
書
き。
1
編
ご
と
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
▽
費
用
1
1
1
編
1
千
円
▽
申
込

み
1
1
8
月
22
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
作
品
と
費
用
を
、
多
摩
童
謡
友

の
会
(
〒

206
多
摩
市
桜
ケ
丘

1
の

49
の
5
6
0
4
2
3
.
7
5
.
8
5

5
8
)
へ
※
発
表
は
審
査
の
う
え
、

10
月
12
日
の
「
三
多
摩
童
謡
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

・
⑪
倫
理
研
究
所
「
日
曜
フ
ォ
ー

ラ
ム
」

▽
日
時
1
1
8
月
24
日
午
前
10
時
30

分
S
正
午
▽
会
場
11
八
王
子
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
▽
内
容
11夫

婦
だ
か
ら
大
切
な
も
の

S
男
の
気

持
ち
、
女
の
気
持
ち
▽
定
員
11200

人
▽
費
用
1
1
1
千
円
（
飲
み
物
付

き）

▽
問
合
せ
先
11林

(
6
8
5
.
7

8
4
7
)
 

■パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

▽
日
時
・
会
場
1
1
R
9
月
4
日
・

5
日
①
午
前
10
時

S
正
午
②
午
後

2
時
S
4
時
③
午
後
7
時
S
9
時

…
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
R
9

月
6
日
・

7
日
①
午
前
10
時

S
正

午
②
午
後
2
時
S
4
時
：
．
勤
労
・

青
年
会
館
▽
対
象
11初
心
者
、
中

高
年
齢
者
▽
定
員
11各
回
30
人
▽

費
用
1
1
2
千
500
円
▽
申
込
み
先
II

ワ
ー
プ
ロ
同
好
会
（
村
上

6
8
4
.

1
3
8
1
)
 

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
昼
下
が
り
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

▽
日

時
1
1
9
月
8
日
S
1
2
月
22
日
の
第

2
•

第
4

月
曜
日
（全
6

回
）
午

後
1
時
30
分
S
3
時
30
分
▽
費
用

1
1
1
万
3
千
230
円
▼
押
し
花
絵
教

室
▽
日
時
11
9
月
16
日
S
1
2
月
9

日
の
月
2
回
火
曜
日
（
全
6
回）

午
前
10
時
S
正
午
▽
費
用
1
1
1
万

1
千
970
円
▼
さ
わ
や
か
ス
イ
ミ
ン

グ
▽
日
時
11
9
月
18
日
S
1
1
月
6

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
8
回
）
午

前
10
時

S
正
午
※
初
日
は
ド
ル
平

泳
法
学
習
会
と
説
明
会
▽
会
場
11

コ
ニ
カ
健
保
プ
ラ
ザ
プ
ー
ル
▽
対

象
11
ま
っ
た
＜
泳
げ
な
い
方
▽
費

用
1
1
2
万
1
千
円
▼
お
や
こ
の
ひ

ろ
ば
「
パ
ッ
ク
」

▽
日
時
1
1
9
月

11
日
S
1
1
月
20
日
の
隔
週
木
曜
日

（全
6
回
）
午
前
11
時
10
分
S
正

午
▽
対
象
11
1
歳
S
2
歳
児
と
親

▽
費
用
11
1
万
1
千
340
円

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

■パ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
11
月
に
行
う
バ
ザ
ー
に
、
食
料

品
、
日
用
雑
貨
新
品
衣
類
ほ
か

の
提
供
を
※

8
月
20
日
か
ら
受
け

付
け

▽
問
合
せ
先
11
心
身
障
害

児
・
者
通
所
訓
練
施
設
す
ず
か
け

の
家

(
6
9
1
.
7
5
6
1
)

■日
野
市
障
害
者
美
術
展
の
出
展

作
品
を
募
集

▽
募
集
作
品
11
絵
画
、
彫
刻
、

エ

芸

書
道
▽
対
象
11市
内
在
住

・

在
勤
の
障
害
児
・

者
※
美
術
展
は

11
月
28
日
s
3
0
日
に
市
民
会
館
展

示
室
で
。
事
前
申
し
込
み
不
要
、

当
日
直
接
会
場
へ
搬
入
▽
問
合
せ

先
11
中
村
(
6
8
4
.
4
8
4
0
)

■ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
火
曜

S
土
曜
日
い
ず
れ
か
の
午

前
9
時
45
分
S
午
後
3
時
20
分
に

鍔
仰
只
唸
鴫

|
 ＊

 

山
道
か
ら
東
海
道
へ
の
所
属
代
え

と
交
通
路
の
変
遷
、
落
川
・
一
ノ

宮
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
道
ほ
か
▽

費
用
11500
円
（
資
料
代
）
▽
問
合
せ

先
11
中
山

(
6
8
5
.
4
6
6
3
)

■被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ
朗
読
劇

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」

▽
日
時
1
1
8
月
30
日
午
後
6
時
か

ら
▽
会
場
11
七
生
公
会
堂
▽
費
用

11800
円
※
市
内
の
主
婦
等
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
公
演
▽
問
合
せ
先
II

宮
田

(
6
9
1
.
0
3
8
4
)

凡
『iな
い

■七
生
幅
祉
園
「
夏
ま
つ
り
」

▽
日
程
1
1
8
月
21
日
▽
時
間
・
内

容
11午
後
2
時
S
4
時
…
プ
ー
ル

開
放
／
午
後
5
時
S
7
時
30
分
…

盆
踊
り
、
模
擬
店
、
花
火
ほ
か
※
受

付
で
焼
そ
ば
、
綿
あ
め
等
の
無
料

身
体
障
害
者
の
活
動
補
助
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
※
詳
し
く
は

8
月
19
日
以
降
に
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
身
体
障
害
児
・
者

通
所
訓
練
施
設
か
さ
ぐ
る
ま
の
家

（
後
藤
6
9
3
.
2
3
0
6
)

■高
齢
者
と
障
害
者
の
移
送
サ
ー

ビ
ス
・
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
車
い
す
移
送
用
車
両
の
運
転
と

乗
降
介
助
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
※
活
動
補
償
金
あ
り
。

一
般

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
▽
応

募
資
格
1121
歳
S70歳
で
自
動
車

運
転
歴
3
年
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11
地
域
福
祉
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

(
6
8
2
.
7
2
9
4
)
 

象
スポーツ

唖
市
民
体
育
大
会
は
7
面
に
掲
載

e中
学
校
体
育
施
設
開
放

9
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
1
1
8
月
20
日
①
体
育
館
…

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3

時
③
校
庭
：•
4

時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）
…
6
時
▽
会
場
11
市
役
所

5
階
505
会
議
室
▽
資
格
11
各
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

■日
野
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
赦
室

▽
日
時
1
1
8
月
30
日、

9
月
6
日・

14
日
午
後
1
時
S
5
時
▽
会
場
11

南
平
体
育
館
▽
定
員
11
先
着
15
人

▽
費
用
11
1
日
100
円
▽
申
込
み
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
543

■ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時
11
9
月
4
日
午
前

9
時

S
午
後
5
時
▽
会
場
11
旭
が
丘
中

央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用
1
1

300
円
（
コ
ー
ト
代
、
保
険
料
）

▽

申
込
み
11
当
日
直
接
会
場
で
▽
問

合
せ
先
11
花
岡

(
6
8
4
.
1
1
2

6
夜
間
）

■秋
季
硬
式
テ
ニ
ス
女
子
ダ
プ
ル

ス
大
会

▽
日
程
1
1
9
月
6
日
・

13
日
※
予

備
日
20
日
▽
会
場
1
1
旭
が
丘
中
央

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
対
象
11
市

内
在
住
・
在
勤
者
▽
費
用
1
1
1
ペ

ア
4
千
円
▽
申
込
み
1
1
8
月
25
日

（必
着
）
ま
で
に
現
金
書
留
で
。

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入

し、

費
用
を
添
え
、

星
野
令
（
〒

191
百
草
878
の
2
百
草
テ
ニ
ス
ガ
ー

デ
ン
内
6
9
1
.
1
2
1
2
)

へ

〇
カ
ヌ
ー
入
門
教
室

▽
日
時
1
1
9
月
13
日
S
1
5
日
午
後

1
時
S
3
時
30
分
▽
会
場
1
1
市
民

プ
ー
ル
▽
対
象
11
小
1
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
40
人
▽

費
用
11
1
千
600
円
（
参
加
費
、
カ

ヌ
ー
借
用
料
）

▽
申
込
み
1
1
8
月

25
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191

神
明
1
の
12
の
1
6
内
線
542)

へ

※
申
込
多
数
は
抽
選

0
サ
ッ
カ
ー
審
判
講
習
会

▽
日
時
1
1
9
月
14
日
午
前
8
時
30

分
S
午
後
4
時
※
講
師
は
東
京
都

サ
ッ
カ
ー
協
会
審
判
委
員
会
講
師

▽
会
場
11
午
前
…
市
役
所
5
階
505

会
議
室
／
午
後
…
市
民
陸
上
競
技

場
※
雨
天
は
七
小
体
育
館
▽
費
用

1
1
7
千
円
（
登
録
料
ほ
か
）

▽
持
ち

物
11
筆
記
用
具
、
上
半
身
脱
帽
の

写
真
2
枚
（
縦
40
l戸
X
横

30ミ
リ
）
、

運
動
可
能
な
服
装
※
市
民
体
育
大

会
参
加
チ
ー
ム
は
必
ず
参
加
を
▽

申
込
み
11
当
日
会
場
で
▽
問
合
せ

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
543

0
ふ
れ
あ
い
親
子
体
操
教
室

▽
日
時
1
1
9
月
18
日
S
1
0
月
16
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
5
回
）
午
前

10
時
S
1
1
時
30
分
▽
会
場
11南
平

体
育
館
▽
対
象
11
市
内
在
住
の
3

歳
S

5
歳
の
末
就
園
児
と
親
35組

▽
費
用
11100
円
▽
申
込
み
1
1
8
月

25
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室
名
、

住
所
、
親
子
の
氏
名
、
子
供
の
年

齢
・
性
別
を
記
入
し
、
日
野
市
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
〒

191
神
明
1
の
12
の
1
6
内
線
542)

ヘ
※
申
込
多
数
は
抽
選

圏

血

な
か
ま

■社
交
ダ
ン
ス
「
エ
ポ
ッ
ク
」

▽
毎
週
月
曜
（
初
級
）
•
水
曜
日

（
中
級
）
午
後
7
時
S

9
時
に
五
小

多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で
▽
対
象
・

費
用
11
初
級
者
・
・
・
月
2
千
円
（
指

導
あ
り
）
、
中
級
者
・
・
・
月

4
千
円

（
プ
ロ
が
揖
導
）
、
入
会
金
は
共
に

1
千
円
※
見
学
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11馬
場

(
6
8
4
.
6
0
8
2
)

●
日
野
社
交
ダ
ン
ス
普
及
会

▽
毎
月
第
1

S
第
4
火
曜
日
午
後

6
時
S

7
時
30
分
に
湯
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
▽
対
象
1
1
初
心
者

▽
費
用
11
月
2
千
円
※
プ
ロ
が
指

導
▽
問
合
せ
先
11
阿
部

(
6
9
1
.

9
1
6
9
)
 

●
人
形
劇
団
「
ひ
の
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
S

9
時

に
劇
団
事
務
所
（
豊
田
4
の
1
の

10)
で
▽
対
象
1116
歳
以
上
の
方

※
役
者
の
ほ
か
、
美
術
、
照
明
、

音
響
、
文
芸
、
制
作
等
の
ス
タ
ッ

フ
も
募
集
▽
費
用
11
月
1
千
円
程

度
▽
問
合
せ
先
11
同
劇
団

(
6
8
2

.
0
0
3
4
)
※
留
守
番
電
話
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

●
八
王
子

E
s
s
（
英
会
話
）

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
S

9
時

10
分
に
八
王
子
市
民
会
館
な
ど
で

▽
費
用
11
入
会
金
2
千
円
、
月
3

千
円
※
学
生
は
2
千
円
▽
問
合
せ

先
11
佐
藤

(
6
8
3
.
9
9
1
6
)

市
・
都
民
税
（
第
2
期
）
と
国
民
健
康
保
険
税

（第
3
期
）
の
納
期
は
、

9
月
1
日
⑤
で
す
。

※
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
。

闘躙


